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一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
水
上
居
民
の
「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策

　
　
　
　
　

─
大
埔
元
洲
仔
を
事
例
に
─

岸　
　

佳　

央　

理

は
じ
め
に

　

本
稿
で
扱
う
水
上
居
民
と
は
現
代
中
国
語
で
「
水
上
人
」
と
い
い
、
船
上
生
活
者
を
意
味
す
る
（
１
）。
一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
支
配

下
の
香
港
を
含
め
、
中
国
南
部
の
沿
海
、
内
陸
河
川
、
湖
沼
上
で
、
相
当
多
数
の
人
々
が
船
上
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
現
在
そ
の
数
は
急
速

に
減
少
し
て
い
る
。
中
で
も
香
港
の
そ
れ
が
急
激
に
減
少
し
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
及
び
七
〇
年
代
で
あ
る
が
、
当
時
の
新
聞
は
、
こ
う
し

た
事
象
を
香
港
経
済
の
安
定
、
都
市
化
の
進
行
そ
し
て
香
港
政
庁
の
再
定
住
（
２
）化
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
活
発
に
報
道
し
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
水
上
居
民
研
究
史
を
見
て
意
外
に
思
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
事
象
を
目
の
当
た
り
に
し
た
で
あ
ろ
う
研
究
者
で
も
、
陸
上
へ
住
み
替
え
よ

う
と
し
て
い
る
水
上
居
民
の
状
況
を
検
討
し
て
い
る
も
の
が
稀
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
華
南
の
水
上
居
民
が
学
術
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
一
九
三
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
が
（
３
）、

一
九
五
〇
─
六
〇
年
代
か
ら
は
、
中

国
本
土
で
社
会
学
・
人
類
学
の
調
査
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
香
港
で
の
現
地
調
査
が
活
発
化
し
た
。
こ
こ
で
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
香
港
水

上
居
民
研
究
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
例
え
ば
一
九
五
〇
年
代
に
香
港
新
界
東
部
の
漁
村
滘
西
洲
で
水
上
居
民
を
調
査
し
た
ウ
ォ
ー
ド
（W

ard, 

Barbara

）
（
４
）、

香
港
島
南
部
で
調
査
し
た
可
児
弘
明（５
）は

、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
た
綿
密
な
情
報
を
基
に
、
当
該
地
域
の
水
上
居
民
の
社
会
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構
造
や
漁
業
経
済
生
活
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
起
源
問
題
を
主
題
に
し
て
、
彼
ら
を
非
漢
民
族
と
看
做
し
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
研
究
を
強
く
批
判
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（A
nderson, E.N

., Jr.

）（６
）が

、
青
山
湾
で
長
期
間
調
査
を
行

い
、
水
上
居
民
の
文
化
的
特
徴
の
ほ
と
ん
ど
は
、
生
業
や
水
上
生
活
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を
非
漢
民
族
に
由
来
す
る
も
の

と
結
論
付
け
る
に
は
至
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
渡
邉
欣
雄
が
香
港
各
地
の
漁
村
に
お
け
る
年
中
行
事
や

漁
民
の
社
会
組
織
に
言
及
し
、
水
上
居
民
と
陸
上
居
民
の
差
異
は
生
業
の
差
で
あ
っ
て
、
民
族
的
な
そ
れ
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
７
）。

　

こ
れ
ら
の
研
究
の
共
通
の
成
果
は
、
水
上
居
民
の
一
見
特
殊
な
文
化
は
、
水
上
生
活
と
い
う
生
活
様
式
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
と
強
調

し
、
学
術
的
に
水
上
居
民
の
非
漢
民
族
説
を
否
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
、
起
源
問
題
を
主
題
に
す
る
と
い
う
点
で
は
、
そ
れ
以

前
の
研
究
を
踏
襲
し
て
お
り
、
当
時
の
変
化
、
即
ち
水
上
居
民
の
陸
上
定
住
化
に
対
し
て
は
積
極
的
に
関
心
を
示
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

も
ち
ろ
ん
可
児
の
よ
う
に
、
新
界
大
埔
元
洲
仔
に
お
け
る
水
上
居
民
の
「
陸
あ
が
り
」
過
程
の
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
そ
の
全
体
的
動

向
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
を
確
認
し
得
る
と
述
べ
る
も
の
も
あ
る
（
８
）。

だ
が
注
目
す
べ
き
問
題
点
は
、
水
上
居
民
が
政
庁
側
の
説
得
あ
る
い
は
強

制
な
く
、
そ
し
て
助
力
も
妨
害
も
な
く
、
自
発
的
行
為
に
よ
っ
て
「
陸
あ
が
り
」
し
つ
つ
あ
る
と
述
べ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
当

地
に
お
け
る
事
例
研
究
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
水
上
居
民
の
陸
上
定
住
に
対
す
る
行
政
の
態
度
に
つ
い
て
の
可
児
の
所
論
に
は
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
一
九

七
〇
年
五
月
一
八
日
『
ス
タ
ー
』
紙
は
「
水
上
居
民
人
口
の
減
少
」
と
い
う
見
出
し
で
、

約
二
〇
〇
〇
艘
が
自
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
破
壊
さ
れ
た
、
と
昨
日
布
政
司
（Secretary

）
の
報
道
官
が
述
べ
た
。
一
九
六
六
年
に

始
ま
っ
た
こ
の
計
画
は
、
水
上
居
民
の
終
焉
理
由
の
一
つ
に
な
り
得
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
…
そ
の
計
画
で
は
、
水
上
居
民
に
対
し

て
、
徙
置
事
務
處
（Resettlem

ent D
epartm

ent

）
の
管
轄
許
可
地
を
与
え
る
。〔
土
地
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
〕
恩
恵
を
受
け
た
水

上
居
民
は
、
家
を
建
て
家
賃
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
形
で
の
彼
ら
の
自
発
的
な
参
加
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
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行
し
て
い
く
。
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
水
上
居
民
は
海
事
處
（M

arine D
epartm

ent

）
の
監
視
の
下
、
自
身
の
船
を
破
壊
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
、
と
報
道
官
は
言
う（９
）。

と
報
道
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
記
事
か
ら
、
政
庁
が
行
政
機
関
を
通
じ
て
、
水
上
居
民
の
陸
上
定
住
に
関
与
し
て
い
る
こ
と

が
窺
え
、
可
児
の
言
う
水
上
居
民
の
自
発
的
行
為
と
し
て
の
「
陸
あ
が
り
」
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
陸
上
定
住

と
い
う
事
象
が
、
如
何
な
る
機
関
の
関
与
も
受
け
ず
水
上
居
民
自
身
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
他
者
の
関
与
に
よ
っ
て

生
じ
た
事
象
で
あ
る
の
か
、
陸
上
定
住
過
程
の
事
例
を
研
究
す
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
香
港
島
の
西
方
、
大
嶼
山
の
西
側
に
位
置
す
る
大
澳
を
調
査
し
た
廖
迪
生
及
び
張
兆
和
は
、「
漁
船
→
棚
屋）（（
（

→
陸

上
）
（（
（

」
と
い
う
水
上
居
民
の
三
つ
の
住
居
形
式
の
変
遷
を
通
し
て
、
彼
ら
の
「
陸
あ
が
り
」
の
動
的
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
考

察
か
ら
は
、
水
上
居
民
が
居
住
様
式
を
段
階
的
に
変
化
さ
せ
な
が
ら
陸
上
へ
住
み
替
え
る
様
が
窺
え
る）（（
（

。
し
か
し
両
氏
の
議
論
も
、
水
上
居
民

の
居
住
形
式
の
段
階
的
変
化
を
や
や
図
式
的
な
形
で
示
す
に
止
ま
り
、「
陸
あ
が
り
」
の
実
態
あ
る
い
は
そ
の
過
程
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
陸
上
定
住
過
程
自
体
、
水
上
居
民
研
究
史
上
、
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
一
九
六
〇
年
代
の

新
界
大
埔
元
洲
仔
水
上
居
民
が
陸
上
定
住
す
る
過
程
の
検
討
を
通
じ
、
そ
の
目
的
及
び
政
庁
の
態
度
を
捉
え
た
い
。
当
該
地
域
に
は
新
界
民
政

署
官
員
の
官
邸
が
建
て
ら
れ
、
彼
ら
が
水
上
社
会
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
こ
と
で
、
政
策
議
論
が
よ
り
具
体
的
に
進
め
ら
れ
、
行

政
の
態
度
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

さ
て
陸
上
定
住
過
程
を
追
う
に
あ
た
り
、
本
稿
は
、
香
港
歴
史
檔
案
館
（H

ong K
ong Public Record O

ffi
ce

））（（
（

所
蔵
の
書
翰
集
、

「H
K

RS1075-2-78

」
及
び
「H

K
RS1075-2-79

」
を
検
討
す
る
。
前
者
は
一
九
六
二
年
二
月
一
五
日
か
ら
一
九
六
七
年
一
月
二
六
日
ま
で
、

後
者
に
は
一
九
六
七
年
一
月
二
六
日
か
ら
一
九
六
八
年
一
月
五
日
ま
で
の
新
界
民
政
署
（D

istrict Com
m

issioner of N
ew

 T
erritories

）

や
大
埔
理
民
府
（D

istrict O
ffi

cer of T
ai Po

）、
衛
理
公
会
（M

ethodist Church
）、
馬
海
（Spence Robinson

）
等
の
関
係
機
関
の
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間
で
交
わ
さ
れ
た
約
二
〇
〇
通
に
及
ぶ
手
紙
、
議
事
録
、
調
査
報
告
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
、
元
洲
仔
水
上

居
民
の
陸
上
定
住
過
程
に
お
け
る
、
諸
機
関
の
態
度
を
知
り
得
る
。
た
だ
し
後
者
の
書
翰
集
は
、
住
居
建
設
計
画
に
関
す
る
文
書
で
締
め
く
く

ら
れ
て
い
る
た
め
、
陸
上
定
住
の
最
終
段
階
は
判
然
と
し
な
い
と
い
う
史
料
的
制
約
が
あ
る
。
た
だ
、
政
策
過
程
を
段
階
ご
と
─
─
課
題
設
定

過
程
、
政
策
形
成
過
程
、
政
策
決
定
過
程
、
政
策
実
施
過
程
及
び
政
策
評
価
過
程
─
─
に
分
け
る
場
合
、
と
り
わ
け
政
策
決
定
過
程
ま
で
の
段

階
が
重
要
で
あ
る
点
に
、
本
稿
は
着
目
し
て
い
る
。
即
ち
、
ま
ず
社
会
に
発
生
し
て
い
る
様
々
な
問
題
の
う
ち
、
行
政
が
解
決
に
取
り
組
む
べ

き
問
題
を
定
め
る
段
階
、
そ
し
て
当
該
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
情
報
を
収
集
す
る
段
階
、
採
り
得
る
政
策
を
検
討
す
る
段
階
、
そ
こ
か
ら
一

組
の
政
策
を
選
び
取
る
段
階
で
あ
り
、
問
題
を
定
め
る
段
階
、
別
言
す
れ
ば
「
課
題
設
定
」
段
階
は
、
政
策
を
規
定
し
方
向
づ
け
る
と
と
も

に
、
最
後
に
政
策
の
実
現
度
が
そ
の
目
的
に
照
ら
さ
れ
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
評
価
の
指
標
と
し
て
の
役
割
も
含
ん
で
い
る
と
言
え

る
。
以
上
か
ら
、
史
料
的
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
水
上
居
民
の
陸
上
定
住
化
の
た
め
の
政
策
課
題
設
定
及
び
政
策
実
行
の
た
め
の
計
画
検
討
段

階
に
お
け
る
議
論
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
水
上
居
民
の
陸
上
定
住
目
的
の
把
握
、
そ
の
事
象
に
対
す
る
政
庁
の
関
与
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
予
想
し
て
い
る
。

　

な
お
、
本
稿
に
登
場
す
る
諸
官
署
・
団
体
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
新
界
民
政
署
や
大
埔
理
民
府
は
、
中
央
行
政
組
織

の
一
員
と
し
て
議
会
で
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
両
行
政
官
は
布
政
司
の
要
求
に
応
え
、
政
策
の
解
決
案
を
提
案
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
新

界
民
政
署
は
、
植
民
地
布
政
司
の
管
轄
下
で
、
新
界
地
域
を
統
治
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
、
当
該
地
域
の
住
民
と
の
窓
口
と
い
う
役
割
を
担
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
管
轄
下
に
は
理
民
府
が
置
か
れ
、
大
埔
理
民
府
は
大
埔
区
を
統
括
し
た）（（
（

。
衛
理
公
会
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
派
で
あ

る
が
、
一
九
五
〇
年
代
に
中
国
本
土
よ
り
難
民
と
共
に
来
港
し
て
以
来
、
彼
ら
の
社
会
福
祉
活
動
─
─
衛
斯
理
村
や
亞
斯
理
村
、
愛
徳
村
（
元

洲
仔
水
上
居
民
の
た
め
の
新
村
）
の
建
設
─
─
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
勢
力
を
伸
ば
し
、
間
も
な
く
香
港
に
お
い
て
最
大
の
基

督
教
団
体
の
一
つ
に
な
っ
た
。
馬
海
は
、
一
九
〇
四
年
に
上
海
で
立
ち
上
げ
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
建
築
学
に
よ
る
設
計
を
行
っ
て
い
た
建
築
事
務

所
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
に
香
港
に
移
設
後
、
基
督
教
団
体
や
慈
善
団
体
、
行
政
組
織
か
ら
建
設
事
業
の
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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第
一
章　

調
査
報
告
書
に
見
る
元
洲
仔
水
上
居
民
の
概
況

　

本
論
の
前
提
と
し
て
、
元
洲
仔
の
概
況
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
元
洲
仔
は
大
埔
市
鎮
東
部
に
位
置
し
、
新
界
の
大
埔
区
に
属
し
て
い
る
。

吐
露
湾
に
囲
ま
れ
、
島
の
中
央
に
は
山
が
そ
び
え
る
自
然
豊
か
な
地
で
あ
っ
た
た
め
、
農
業
漁
業
に
従
事
し
や
す
い
地
理
的
条
件
を
備
え
て
い

た
。
一
九
〇
三
年
、
九
龍
か
ら
連
接
す
る
大
埔
路
の
施
工
に
伴
い
、
当
地
も
開
発
対

象
と
さ
れ
た
。
開
発
と
は
主
に
、
大
埔
区
に
勤
務
し
て
い
た
官
員
の
た
め
の
官
邸
建

設
及
び
島
と
大
埔
を
結
ぶ
道
路
の
建
設
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
四
年
、
三
万
一
千
香
港

ド
ル
を
費
や
し
て
建
設
工
事
が
施
工
し
、
一
九
〇
六
年
三
月
に
竣
工
し
た
。
初
め
、

二
名
の
警
務
裁
判
司
（Police M

agistrate

）
及
び
二
名
の
助
理
田
土
主
任

（A
ssistant Lands O

ffi
cer

）
が
居
住
し
た
が
、
一
九
四
七
年
か
ら
は
、
当
官
邸

は
新
界
民
政
署
の
官
邸
（Island H

ouse

）
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
一
九
五
〇
年
代
、
広
東
省
海
豐
縣
や
陸
豐
縣
、
汕
尾
か
ら
鶴
佬
漁
民
が
段
階

的
に
来
航
し
、
こ
の
地
に
停
泊
す
る
よ
う
に
な
っ
た）（（
（

。

　

元
洲
仔
の
漁
業
状
況
及
び
当
地
に
停
泊
し
て
い
た
水
上
居
民
人
口
に
つ
い
て
は
、

一
九
六
六
年
一
一
月
一
日
か
ら
九
日
に
大
埔
水
産
推
広
辦
事
處
（T

ai Po 

Fisheries Extension O
ffi

ce

）
の
監
修
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
調
査
の
統
計
結
果

に
依
拠
し
つ
つ
分
析
し
た
い）（（
（

。
と
い
う
の
も
、
統
計
結
果
を
大
埔
理
民
府
に
提
出
し

た
際
、
理
民
官
が
本
調
査
の
正
確
さ
を
強
調
し
、
統
計
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を

図一元洲仔の位置
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政
策
に
反
映
さ
せ
る
意
向
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
統
計
結
果
が

政
策
の
基
本
デ
ー
タ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

付
表
一
は
、
元
洲
仔
に
停
泊
し
て
い
た
「
船
種
と
船
数
」
の
統
計
を

ま
と
め
た
も
の
で
、
当
該
地
域
の
漁
船
の
動
力
化
の
進
行
を
知
り
得

る
。
可
児
が
、「
一
九
四
六
年
九
月
、
在
来
の
ジ
ャ
ン
ク
型
漁
船
に
エ

ン
ジ
ン
を
の
せ
た
動
力
漁
船
第
一
号
が
現
れ
て
か
ら
、
政
府
の
指
導
で

一
九
六
四
年
ま
で
に
六
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
六
七
年
ま
で
に
七

四
パ
ー
セ
ン
ト
の
漁
船
が
動
力
化
し
た）（（
（

」
と
述
べ
、
一
九
六
〇
年
代
当

時
、
香
港
で
は
漁
船
の
動
力
化
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
し
か
し
元
洲
仔
の
場
合
、
動
力
漁
船
は
全
体
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト

と
普
及
程
度
は
低
い
。
動
力
船
の
船
種
項
目
を
見
る
と
、
蝦
ト
ロ
ー
ル

漁
船
の
船
数
が
全
体
の
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
最
も
多
く
、
延
縄
漁

船
は
全
体
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
少
な
い
。
一
方
非
動
力
漁
船
で

は
、
蝦
ト
ロ
ー
ル
漁
船
の
船
数
が
最
も
少
な
く
、
刺
網
漁
船
は
全
体
の

六
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
最
多
で
あ
る）（（
（

。

　

非
漁
船
世
帯
は
五
四
六
世
帯
で
決
し
て
少
な
く
な
い
。
そ
の
内
訳
か

ら
、
住
居
兼
用
船
に
三
二
八
世
帯
即
ち
非
漁
船
世
帯
数
全
体
の
六
〇

パ
ー
セ
ン
ト
が
、
ス
ク
ォ
ッ
タ
ー
簡
易
住
居
─
─
棚
屋
の
よ
う
に
浅
瀬

に
木
造
の
支
柱
を
建
て
そ
の
上
に
簡
易
住
居
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
た

付表一「「船種と船数」
蝦トロール漁船

（Shrimp Trawler）
延縄漁船
（Liner）

巾着網漁船
（Purse seiner）

刺網漁船
（Gill netter） 合計

動力化漁船
（Mechanized） 40 20 30 36 126

非動力化漁船
（Non-mechanized） 1 5 131 238 375

合計 41 25 161 274 501
［出典］HKRS1075-2-78 91’ 

付表二「漁船人口」

男性 女性 合計

動力化漁船
（Mechanized） 609 427 1036

非動力化漁船
（Non-mechanized） 1332 1061 2393

合計 1941 1488 3429
［出典］HKRS1075-2-78 91’
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様
式
の
も
の
─
─
に
は
一
九
四
世
帯
即
ち
三
六

パ
ー
セ
ン
ト
が
、
そ
し
て
残
り
の
四
パ
ー
セ
ン

ト
の
世
帯
が
そ
の
他
の
居
住
様
式
に
そ
れ
ぞ
れ

生
活
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

付
表
四
は
、
非
漁
船
居
住
者
の
生
業
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
漁
業
従
事
者
数
を
示

し
て
い
る
ａ
及
び
ｂ
項
目
に
注
目
し
た
い
。
彼

ら
は
居
住
様
式
こ
そ
漁
船
で
な
い
が
、
漁
業
に

携
わ
る
者
で
あ
り
、
一
応
漁
民
と
見
な
し
得

る
。
そ
こ
で
、
付
表
二
の
人
口
数
の
合
計
に
、

付
表
四
ａ
及
び
ｂ
の
合
算
人
口
四
二
五
人
を
含

ん
で
考
察
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ

う
。
す
る
と
、
漁
船
居
住
人
口
と
合
わ
せ
て
三

八
五
四
人
に
な
り
、
元
洲
仔
に
お
け
る
水
上
人

口
の
約
半
数
が
漁
民
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ｄ
項
目
は
、
非
漁
船
に
居
住
す
る
全
人
口
の

一
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
工
場
労
働
者
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
生
業
を
職
種
別
に
見
て
も
、

彼
ら
の
中
で
工
場
労
働
人
口
は
多
い
と
言
え

付表三「非漁船住居世帯数」
住居兼用船

（Houseboats）
スクォッター簡易住居

（Squatter huts）
その他

（Others） 合計

328 194 24 546

［出典］HKRS1075-2-78 91’

付表四「非漁船住居人口の職業統計」
職業（Occupation） 数

a 漁民、船主（Fisherman, own vessel） 286
b 漁民、従業員（Fishermen, employee） 139
c 肉体労働者（Labourer） 252
d 工場労働者（Factory worker） 628
e 甲板員または小型艇長（Deckhand or coxswain） 49
f 主婦（Housewife） 290
g 引退者（Retired） 185
h 学生 (Student） 567

i 子ども :12 歳ないしそれ以下、学校に通っていないか未就学児童
（Children, 12 or under and not attending school, or below school age） 1123

j その他（Other） 120
k 失業者（Unemployed） 4
l わからない（Unknown） 155

　合計 3798
［出典］HKRS1075-2-78 91’
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る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
元
洲
仔
の
水
上
居
民
に
は
漁
民
の
み
な
ら
ず
、
工
場
労
働
者
も
決
し
て
少
な
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
加
え

て
、
本
調
査
が
実
施
さ
れ
る
三
年
前
、
新
界
民
政
署
署
長
が
大
埔
理
民
官
に
宛
て
て
書
い
た
一
九
六
三
年
六
月
七
日
付
け
書
翰
に
、

よ
り
多
く
の
漁
民
が
陸
上
で
仕
事
に
就
く
た
め
元
洲
仔
に
来
て
お
り
、
自
身
の
船
を
住
居
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す）（（
（

。

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
洲
仔
が
既
に
軽
工
業
都
市
の
建
設
が
進
行
し
て
い
た
九
龍
へ
行
き
来
し
や
す
い
位
置
に
あ
っ
た
た
め
、
陸
上
で

の
仕
事
に
転
身
し
よ
う
と
し
て
い
る
水
上
居
民
に
と
っ
て
、
当
地
で
の
停
泊
は
、
都
合
が
よ
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
窺
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
生
業
を
陸
上
か
ら
得
て
い
る
場
合
で
も
、
依
然
水
上
生
活
を
維
持
し
て
い
る
者
が
少
な
く
な
い
と
い
う
状
況
は
何
故
生
じ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
陸
上
に
家
屋
を
建
て
る
場
合
、

政
府
は
水
上
居
民
に
家
を
建
て
る
よ
う
空
き
地
を
提
供
す
る
。
安
価
な
建
材
が
入
手
で
き
る
時
も
あ
る
が
、
平
均
価
格
は
二
〇
〇
香
港
ド

ル）（（
（

で
あ
っ
た
た
め
、
資
金
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
実
際
に
移
り
住
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
報
道
し
て
い
る
。
ま
た
別
の
記
事
で
は
、
水
上
居

民
の
経
済
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
、
彼
ら
が
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
を
支
払
う
こ
と
に
つ
い
て
、

張
氏
は
今
日
、
香
港
仔
に
ア
パ
ー
ト
が
あ
る
け
れ
ど
安
価
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
は
一
ヶ

月
四
〇
香
港
ド
ル
か
ら
六
〇
香
港
ド
ル
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
水
上
居
民
に
と
っ
て
高
す
ぎ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う）（（
（

。

と
報
道
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
上
居
民
に
と
っ
て
陸
上
の
ア
パ
ー
ト
に
移
り
住
む
た
め
の
資
金
を
貯
蓄
す
る
こ
と
が
、
ど
れ
程
困
難
で
あ
っ

た
の
か
容
易
に
想
像
で
き
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、

一
ヶ
月
部
屋
を
借
り
る
と
、
三
〇
香
港
ド
ル
か
ら
一
〇
〇
香
港
ド
ル
に
な
り
、
寝
床
を
借
り
る
だ
け
で
も
一
〇
香
港
ド
ル
か
ら
二
〇
香
港

ド
ル
か
か
る
た
め
、
多
く
の
工
場
労
働
者
は
、
土
地
に
住
む
よ
り
も
古
び
た
ジ
ャ
ン
ク
に
住
む
方
が
、
ず
っ
と
安
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
い
た）（（
（

。
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と
い
う
新
聞
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
仕
事
場
を
海
か
ら
陸
上
へ
シ
フ
ト
さ
せ
た
水
上
居
民
が
、
陸
上
に
恒
久
的
な
住
い
を
得
る
場
合
は
少
な

く
、
経
済
的
困
難
の
た
め
に
船
上
生
活
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
情
を
知
り
得
る
。

第
二
章　

政
策
目
的
設
定
過
程
に
み
る
行
政
の
態
度

　

一
九
六
五
年
二
月
一
二
日
、「
大
埔
元
洲
仔
に
お
け
る
水
上
居
民
の
移
住
計
画
）
（（
（

」
の
中
で
、
元
洲
仔
水
上
居
民
の
陸
上
定
住
化
の
目
的
と
し

て
以
下
の
三
点
が
公
表
さ
れ
た
。

①　

健
康
：
本
地
は
新
界
の
コ
レ
ラ
流
行
の
発
生
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

②　

台
風
：
台
風
に
際
し
、
本
地
は
長
ら
く
政
府
の
心
配
の
種
に
な
っ
て
い
た
。

③　

生
活
水
準
：
本
地
の
水
上
居
民
の
生
活
水
準
は
極
端
に
低
い
。
彼
ら
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
生
活
態
度
全
般
の
改
善
が
な

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

と
り
わ
け
①
項
目
に
、
当
該
地
域
の
健
康
被
害
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
が
最
重
要
課
題
と
看
做
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
で
は
何
故
そ
れ
を
目
的
に
設
定
し
た
の
か
。
政
策
課
題
設
定
に
至
る
ま
で
の
議
論
内
容
を
追
う
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
節　

健
康
危
惧
と
台
風
被
害

　

民
政
署
署
長
ブ
レ
イ
（Bray D

.C.

）
は
、
新
界
民
政
署
署
長
に
宛
て
た
一
九
六
二
年
二
月
一
五
日
の
書
翰
に
お
い
て
、

…
水
上
居
民
の
間
に
深
刻
な
健
康
被
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
多
く
の
水
上
居
民
の
た
め
に
最
優
先
し
て
当
地
を
衛
生
的
に
し
、
正
常
化
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昨
夏
の
コ
レ
ラ
発
生
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
白
書
の
第
一
七
段
落
を
引
用
し
た
以
下
の
文
言
が
あ
れ
ば
、
僅
か
で

も
資
金
援
助
を
受
け
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。
即
ち
、
コ
レ
ラ
の
規
模
に
つ
い
て
大
埔
に
あ
る
民
政
署
官
邸
周
辺
の
停
泊
地
が
、
コ
レ
ラ
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の
集
中
発
生
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す）（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
ブ
レ
イ
は
、
元
洲
仔
水
上
居
民
の
健
康
被
害
を
最
も
早
く
か
ら
警
告
し
て
い
た
と
同
時
に
、
当
地
の
衛
生
を
確
保
す
る
必
要

性
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
コ
レ
ラ
発
生
」
と
い
う
文
言
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
衛
生
改
善
活
動
に
対
す
る
資
金
援
助
を
受
け
や
す
く
な
る
と

提
言
し
て
い
る
。
一
九
六
二
年
八
月
一
〇
日
の
書
翰
で
も
、
新
界
衛
生
局
局
長
ア
ラ
ン
（A

llan, W
.G.L.

）
が
大
埔
理
民
府
と
新
界
民
政
署
に

対
し
、
本
地
の
衛
生
状
況
を
、

前
回
の
コ
レ
ラ
発
生
時
、
新
界
で
流
行
し
た
コ
レ
ラ
は
主
に
大
埔
で
生
じ
、〔
そ
の
中
で
も
〕
多
く
が
元
洲
仔
で
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
元
洲
仔
を
訪
れ
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
昨
年
と
比
べ
て
さ
ら
に
状
況
が
悪
化
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
最
も
心
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
停
泊
船
や
脆
い
大
型
住
居
船
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
…
機
動
清
掃
部
隊
を
派
遣
す

る
と
い
っ
た
抜
本
的
な
対
策
を
と
る
べ
き
で
す
が
、
思
い
切
っ
た
処
置
だ
け
が
現
実
的
で
長
期
的
な
効
果
を
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。
も

ち
ろ
ん
こ
う
し
た
状
況
で
あ
る
こ
と
を
大
埔
理
民
官
は
心
配
し
、
改
善
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
も
し
元
洲
仔
の
大
規
模
な
再

開
発
に
着
手
す
る
時
が
来
た
と
お
考
え
な
ら
、
医
療
の
立
場
か
ら
貴
方
を
強
く
支
援
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
増
加
し
て
い
る
停
泊
船

や
壊
れ
か
か
っ
た
船
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
者
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
元
洲
仔
は
、
早
急
に
処
理
さ
れ
る
べ
き

大
規
模
な
公
衆
衛
生
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
お
伝
え
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん）（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
洲
仔
の
劣
悪
な
衛
生
状
況
を
危
険
視
し
、
そ
う
し
た
状
況
が
大
埔
理
民
府
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
、
さ
ら
に
最
終

的
に
は
停
泊
船
の
一
掃
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

新
界
民
政
署
の
キ
ッ
ド
（K

idd. S.T
.

）
の
返
信
書
翰
で
は
、
当
局
の
問
題
関
心
が
ブ
レ
イ
及
び
ア
ラ
ン
の
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
。
キ
ッ

ド
は
公
衆
衛
生
の
改
善
策
の
見
通
し
が
未
だ
立
た
な
い
と
述
べ
る
も）（（
（

、

元
洲
仔
は
健
康
上
問
題
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
台
風
が
発
生
し
た
時
に
は
特
に
安
全
面
で
も
問
題
が
あ
り
、〔
当
該

地
域
が
〕
吐
露
湾
西
側
の
小
船
が
利
用
で
き
る
唯
一
の
安
全
港
で
あ
る
こ
と
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。
…
元
洲
仔
の
危
険
は
さ
て
お
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き
、
…
避
風
塘
の
な
い
大
型
船
が
利
用
可
能
な
新
避
風
塘
を
用
意
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
大
埔
避
風
塘
の
計
画
が
迅

速
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
我
々
は
こ
の
新
避
風
塘
建
設
が
、
元
洲
仔
の
危
機
を
早
急
に
回
避
で
き
る
と
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。
大
型
船
が
利
用
で
き
る
避
風
塘
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す）（（
（

。

と
あ
り
、
元
洲
仔
を
健
康
上
危
険
な
地
で
あ
る
と
認
識
し
つ
つ
も
、
当
地
が
避
風
塘
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
看
做
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
健
康
上
危
険
な
元
洲
仔
が
、
避
風
塘
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ

り
、
そ
の
役
割
が
な
け
れ
ば
、
当
地
の
抱
え
る
問
題
を
も
っ
と
簡
単
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
安
全
な
別
塘
の
確
保
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
新
界
民
政
署
は
衛
生
問
題
以
上
に
、
避
風
塘
問
題
に
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

一
九
六
二
年
一
一
月
二
一
日
に
開
か
れ
た
「
大
埔
水
上
居
民
人
口
の
統
制
」
に
関
す
る
会
議
）
（（
（

の
議
事
録
に
も
、

…
〔
衛
生
局
の
〕
意
見
は
一
九
六
二
年
九
月
一
日
の
台
風
の
直
前
に
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
台
風
で
一
〇
〇
か
ら
二
〇
〇
艘
の
船
が
停
泊
塘

で
破
壊
さ
れ
た
。
以
来
、
約
八
〇
か
ら
一
〇
〇
の
仮
設
住
居
が
住
む
船
を
失
っ
た
人
々
に
供
給
さ
れ
、
ま
た
そ
こ
を
離
れ
る
家
族
に
対
し

て
は
造
船
費
用
一
〇
〇
香
港
ド
ル
を
支
給
し
た
。
だ
が
、
大
埔
停
泊
所
に
は
台
風
被
災
者
が
増
加
し
て
い
る
。
…
長
期
的
に
は
、
こ
の
問

題
の
解
決
策
は
こ
れ
ら
の
水
上
居
民
を
海
の
近
く
の
適
切
な
建
物
に
陸
上
定
住
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
の
供
給
が
困

難
で
あ
る
こ
と
、
大
埔
で
の
大
規
模
な
移
住
計
画
に
対
す
る
財
政
的
、
政
策
的
承
認
を
〔
政
府
か
ら
〕
得
る
必
要
が
あ
る
等
の
困
難
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、〔
問
題
の
解
決
に
は
〕
四
年
以
上
の
歳
月
が
か
か
る
見
込
み
で
あ
る）（（
（

。

と
あ
る
。
同
年
九
月
一
日
の
台
風
上
陸
に
よ
る
被
害
、
そ
れ
に
対
し
て
行
政
の
援
助
活
動
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
地
の
水
上
居
民
人
口

が
増
加
し
続
け
て
い
る
と
い
う
皮
肉
が
述
べ
ら
れ
、
衛
生
危
惧
の
指
摘
よ
り
も
む
し
ろ
、
元
洲
仔
の
避
風
塘
と
し
て
の
役
割
を
問
題
視
し
て
い

る
。
注
目
す
べ
き
は
、
状
況
の
解
決
策
が
新
避
風
塘
の
建
設
で
は
な
く
、
水
上
居
民
の
陸
上
定
住
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
資
金

問
題
や
政
策
に
対
す
る
政
庁
の
理
解
を
得
る
こ
と
の
困
難
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
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健
康
危
惧
は
大
埔
の
水
上
居
民
に
対
す
る
強
硬
な
活
動
を
正
当
化
す
る
最
大
の
理
由
で
あ
る）（（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
衛
生
問
題
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
強
硬
な
活
動
を
正
当
化
、
即
ち
政
庁
の
理
解
を
得
る
た
め
の
手
段
と
し
得
る
と
結
論
づ
け

て
い
る
。
衛
生
問
題
に
対
し
て
積
極
的
に
関
心
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
新
界
民
政
署
が
、
水
上
居
民
に
対
す
る
強
硬
な
活
動
を
実
施
す
る
際

は
、
そ
れ
を
正
当
化
論
理
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
強
硬
な
活
動
と
は
、
後
に
、

…
大
埔
理
民
府
は
、
こ
の
水
上
居
民
の
陸
上
引
き
上
げ
を
政
府
の
政
策
と
し
て
実
行
す
る
よ
う
に
上
申
し
よ
う
と
お
考
え
で
し
ょ
う
。
も

し
布
政
司
に
提
出
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
か
な
り
の
論
拠
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
、
大
埔
計
画
地
域
に
お
け
る
長
期
的
な

移
住
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
迫
る
か
、
あ
る
い
は
他
な
ら
ぬ
こ
の
計
画
の
た
め
に
緊
急
の
公
衆
衛
生
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
す
べ
き
で
す
。
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
排
除
を
正
当
化
す
る
論
拠
で
す
。
即
ち
、
元
洲
仔
利
用
の
明
確
な
必
要
性
、
及
び
一
旦
水

上
居
民
が
移
動
し
た
後
も
き
れ
い
に
し
て
お
く
方
法
に
つ
い
て
の
明
確
な
提
案
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
な
の
で
す）（（
（

。

と
新
界
民
政
署
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
水
上
居
民
の
「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

つ
ま
り
、
陸
上
引
き
上
げ
政
策
施
行
許
可
を
布
政
司
か
ら
得
る
た
め
に
必
要
な
、
明
確
で
説
得
的
な
理
由
づ
け
を
衛
生
環
境
改
善
に
見
出
そ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節　

公
衆
衛
生
問
題
強
調
の
背
景

　

海
事
處
の
ト
レ
イ
ル
（T

raill, R.O
.

）
が
新
界
民
政
署
の
ラ
デ
ィ
ン
ト
ン
（Luddington, D

.C.C.

）
に
宛
て
た
一
九
六
二
年
一
一
月
一
三

日
付
け
書
翰
か
ら
は
、
二
〇
日
に
行
わ
れ
る
会
議
で
、
政
策
施
行
の
た
め
の
法
的
根
拠
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
海
事
處
の
態
度
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

…
一
九
五
三
年
条
例
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
い
て
、
海
事
處
は
全
て
の
船
に
対
し
て
別
の
地
へ
の
移
動
を
命
じ
る
。
第
三
四
条
第
一
項
に

基
づ
き
、
…
〔
海
事
處
の
〕
命
令
に
従
わ
な
い
船
は
、
即
刻
告
発
さ
れ
る
。
船
が
完
全
に
航
海
能
力
を
失
い
命
令
に
従
え
な
い
場
合
、
岸
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に
再
定
住
住
居
が
提
供
さ
れ
、
そ
の
船
は
破
壊
さ
れ
る）（（
（

。

海
事
處
は
一
九
五
三
年
条
例
を
引
用
し
な
が
ら
、
水
上
居
民
を
元
洲
仔
の
外
に
移
動
さ
せ
得
る
法
的
根
拠
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
自

ら
の
命
令
に
従
わ
な
い
水
上
居
民
の
処
置
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
文
言
は
、
本
處
が
有
す
る
水
上
居
民
の
「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
に
関
与

し
得
る
権
限
を
、
新
界
民
政
署
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
海
事
處
の
態
度
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
五
三
年
条
例
第
五
条
第
一
項
に
は
、

船
の
所
有
者
に
対
し
て
、
海
事
處
は
管
理
範
囲
内
の
停
泊
を
命
じ
た
り
、
管
理
範
囲
外
の
停
泊
を
禁
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
う

し
た
船
は
植
民
地
海
域
内
の
他
の
場
所
へ
の
移
動
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
海
事
處
の
要
求
に
従
う
も
の
と
す
る
。

と
あ
り
、
確
か
に
海
事
處
は
香
港
植
民
地
内
の
海
上
を
管
理
す
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、
船
の
停
泊
を
操
作
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
た

だ
そ
の
後
の
一
二
月
一
一
日
の
水
上
居
民
統
制
討
論
会
に
お
い
て
、
ラ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
律
政
署
（Legal D

epartm
ent

）
の
コ
リ
ア
ー

（Collier

）
よ
り
、
排
除
に
関
す
る
行
政
官
の
権
限
に
つ
い
て
受
け
た
指
導
内
容
に
は
、
海
事
處
の
「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
関
与
の
限
界
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
埔
理
民
府
に
宛
て
た
一
二
月
一
五
日
付
け
書
翰
の
中
で
、

海
事
處
處
長
は
、
運
航
の
妨
げ
に
な
る
と
看
做
さ
れ
た
船
に
対
し
て
、
移
動
さ
せ
る
権
限
を
有
し
、
そ
の
命
に
従
っ
た
か
確
認
す
る
権
限

を
有
し
て
い
ま
す
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
妨
害
し
て
い
な
く
と
も
、
不
快
と
看
做
さ
れ
れ
ば
、
当
然
海
事
處
處
長
は
そ
の
船
に
対
し
て
、

別
の
場
所
に
移
動
す
る
よ
う
命
ず
る
べ
き
で
す
。
船
主
が
非
動
力
船
で
あ
る
た
め
、
移
動
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
れ
ば
、

そ
の
主
張
こ
そ
、
植
民
地
の
岸
辺
に
お
け
る
非
合
法
建
築
物
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
で
す
。
コ
リ
ア
ー
は
大
埔
理
民
府
も
海
事
處
も
船
を
破

壊
す
る
権
限
は
保
持
し
て
い
な
い
と
忠
告
し
ま
し
た
。
植
民
地
内
の
岸
辺
に
恒
久
的
に
停
泊
し
て
い
る
た
め
、
船
が
船
で
な
く
な
る
と
い

う
事
態
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
上
述
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す）（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
海
事
處
處
長
が
海
上
の
管
理
権
、
船
に
対
す
る
立
ち
退
き
命
令
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
船
を
破

壊
し
一
掃
す
る
権
限
で
は
な
い
と
律
政
署
の
指
導
を
受
け
た
点
に
注
意
し
た
い
。
ま
た
、
大
埔
理
民
府
は
船
の
破
壊
権
の
み
な
ら
ず
、
海
事
處
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が
有
す
る
よ
う
な
管
理
権
さ
え
も
有
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
海
事
處
及
び
大
埔
理
民
府
の
権
限
に
よ
り
、
海
上
通
航
に
関
す
る
目
的
だ
け
で

は
、
元
洲
仔
に
お
け
る
水
上
居
民
を
一
掃
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

我
々
は
水
上
生
活
を
統
制
す
る
の
に
必
要
な
法
的
権
限
を
有
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
か
ら
も
手
に
入
れ
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
…

個
々
の
船
が
特
定
の
場
所
に
来
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
一
定
の
方
法
を
取
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
方
法
は

そ
の
問
題
に
対
し
て
、
恒
久
的
な
効
果
を
持
た
な
い
の
で
す）（（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
新
界
民
政
署
も
恒
久
的
な
効
果
を
持
ち
得
る
水
上
居
民
の
統
制
権
力
を
有
し
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
、
海
事
處
や
大
埔
理
民
府
、
新
界
民
政
署
が
船
を
除
去
し
得
る
権
限
を
所
有
し
て
い
る
か
否
か
を
議
論
す
る
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
か

と
い
う
疑
問
が
浮
上
す
る
。
先
の
一
二
月
一
五
日
付
け
書
翰
の
後
文
に
は
、

　

…
公
衆
衛
生
法
に
基
づ
い
て
、
政
策
が
可
能
か
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う）（（
（

。

と
、
公
衆
衛
生
法
に
新
界
民
政
署
の
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
示
す
文
言
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
九
六
二
年
一
一
月
二

一
日
の
会
議
に
お
い
て
、
初
め
て
公
衆
衛
生
を
政
策
実
施
の
正
当
化
論
理
に
組
み
込
む
姿
勢
が
現
れ
た
が
、
そ
の
後
実
際
に
、
恒
久
的
な
効
果

を
得
る
た
め
に
公
衆
衛
生
法
か
ら
迫
る
こ
と
が
可
能
か
、
律
政
署
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
大
埔
理
民
府
が
公
衆
衛
生
法

に
基
づ
い
て
、
自
ら
の
政
策
実
行
権
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
、
或
い
は
政
策
の
実
行
許
可
を
よ
り
確
実
に
得
よ
う
と
し
て
い
た
事
情
が
窺
え

る
。

　

前
節
で
引
い
た
民
政
署
の
ブ
レ
イ
と
新
界
衛
生
局
の
ア
ラ
ン
の
報
告
で
は
、
元
洲
仔
の
公
衆
衛
生
が
問
題
視
さ
れ
、
そ
の
処
置
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
に
、
コ
レ
ラ
発
生
の
危
険
性
を
提
示
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
当
該
地
域
を
直
接
管
理
し
て
い
る

大
埔
理
民
府
及
び
新
界
民
政
署
の
議
論
の
中
で
は
、
コ
レ
ラ
と
い
う
文
言
は
強
調
さ
れ
ず
、
台
風
が
も
た
ら
す
影
響
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
両
機
関
が
有
す
る
権
力
の
限
界
に
よ
り
、
台
風
の
問
題
の
み
を
取
り
上
げ
、
水
上
居
民
の
陸
上
定
住
政
策
の
目
的
に
す
る
の
は
、
資

金
問
題
や
布
政
司
の
政
策
実
行
許
可
を
得
る
上
で
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
両
機
関
は
、
当
地
の
水
上
居
民
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
へ
の
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賛
同
者
を
得
る
た
め
に
、
自
身
の
政
策
の
正
当
性
を
訴
え
る
手
段
と
し
て
、
公
衆
衛
生
問
題
を
取
り
入
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
、
政
策
を
実

行
す
る
際
の
自
ら
の
権
限
を
拡
張
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
公
衆
衛
生
問
題
を
目
的
の
第
一
項
に
据
え
置
い
た
政
策
発
案
機
関
の
意
図
で
あ
る
と

言
え
る
。

第
三
節　

水
上
居
民
の
政
策
目
的
理
解

　

水
上
居
民
は
政
策
の
目
的
に
つ
い
て
、
如
何
な
る
理
解
を
示
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
六
七
年
八
月
一
四
日
付
け
の
元
洲
仔
索
罟
村
村

民
代
表
一
三
名
は
大
埔
理
民
府
に
宛
て
た
上
申
書
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

長
い
間
、
私
た
ち
は
政
府
の
殖
民
政
策
指
導
に
従
順
で
す
。
…
生
産
上
生
じ
る
様
々
な
困
難
の
解
決
策
で
あ
る
政
府
の
漁
貸
の
援
助
）
（（
（

は
大

変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
風
の
被
害
に
あ
っ
た
時
に
は
、
政
府
は
困
窮
か
ら
抜
け
出
せ
る
よ
う
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
こ
で

私
た
ち
は
、
市
場
の
需
要
を
満
た
す
た
め
に
魚
や
蝦
を
獲
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
政
府
の
指
導
下
で
の
み
安
寧
と
繁
栄
を
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
弊
村
漁
民
が
元
洲
仔
に
定
着
し
て
、
既
に
六
〇
余
年
。
こ
こ
で
〔
私
た
ち
は
〕
衣
食

住
を
し
平
穏
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
現
在
政
府
は
大
埔
を
衛
星
都
市
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
元
洲
仔
の
全
住
民
を
別
の
場
所
へ
移
住
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
新
界
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
政
府
の
目
的
に
反
対
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん）（（
（

。

こ
こ
か
ら
、
陸
上
定
住
の
目
的
を
二
点
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
に
、
政
庁
の
水
上
居
民
に
対
す
る
経
済
的
援
助
の
一
環
で
あ
る
と

彼
ら
自
身
が
認
識
し
、
こ
の
政
策
に
従
っ
て
「
陸
あ
が
り
」
す
れ
ば
、
困
難
や
困
窮
か
ら
逃
れ
得
る
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
自
身
の
生
活

水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
陸
上
定
住
の
目
的
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
第
二
点
に
、
当
地
の
発
展
計
画
に
伴
う
「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
水
上
居
民
の
認
識
は
、
書
翰
に
現
れ
る
行
政
側
の
主
張
と
異
な
っ
て
い
る
。
一
九
六
六
年
一
月
一
七

日
、
新
界
民
政
署
が
大
埔
理
民
官
に
宛
て
て
、
水
上
居
民
の
移
住
後
の
元
洲
仔
計
画
を
尋
ね
た
書
翰
の
返
答
に
、

今
の
と
こ
ろ
開
発
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
水
上
居
民
が
移
住
し
た
ら
、
全
て
の
水
上
居
民
に
対
し
、
そ
の
地
の
侵
入
を
禁
止
し
、
全
て
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の
海
上
交
通
手
段
も
同
様
に
、
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
…
〔
船
を
〕
一
掃
さ
せ
た
ら
元
洲
仔
を
封
鎖
し
ま
す）（（
（

。

と
あ
り
、
大
埔
理
民
府
の
説
明
で
は
、
当
地
の
開
発
計
画
の
た
め
の
再
定
住
政
策
と
い
う
側
面
は
確
認
で
き
な
い）（（
（

。

　

元
洲
仔
水
上
居
民
が
、
明
示
的
に
そ
の
理
由
を
述
べ
た
文
書
が
な
い
た
め
判
然
と
し
な
い
が
、
当
時
の
香
港
各
港
で
生
じ
て
い
た
水
上
居
民

の
陸
上
定
住
化
状
況
に
目
を
転
じ
て
み
れ
ば
、
認
識
の
所
以
を
知
り
得
る
。
そ
こ
で
、
推
測
を
交
え
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

例
え
ば
一
九
六
五
年
六
月
一
日
付
け
『
ス
タ
ー
』
紙
が
「
水
上
居
民
」
と
い
う
見
出
し
で
、

…
水
上
居
民
を
再
定
住
さ
せ
る
二
つ
目
の
理
由
は
、
埋
め
立
て
計
画
の
た
め
に
、
前
浜
や
海
底
の
障
害
物
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
水
上
居
民
の
再
定
住
計
画
が
開
始
さ
れ
た
一
九
六
二
年
以
来
、
約
三
万
人
が
新
し
い
住
宅
に
再
定
住
し
た）（（
（

。

と
報
道
し
て
い
る
よ
う
に
、
埋
め
立
て
計
画
を
含
む
海
上
の
開
発
に
伴
っ
て
、
水
上
居
民
が
陸
上
に
定
住
す
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た

一
九
六
九
年
三
月
二
二
日
『
ス
タ
ー
』
紙
掲
載
の
記
事
に
お
い
て
も
、

九
龍
湾
埋
め
立
て
計
画
が
完
成
し
た
ら
、
よ
り
多
く
の
土
地
が
、
開
発
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
最
近
、
九
龍
湾
の
二
〇
〇

〇
人
近
く
の
水
上
居
民
が
、
官
塘
近
辺
の
三
家
村
地
域
に
あ
る
新
居
に
「
陸
あ
が
り
」
し
て
い
る
。
徙
置
事
務
處
が
彼
ら
の
移
住
を
お
膳

立
て
し
た
の
で
、
さ
ら
な
る
土
地
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
だ
ろ
う）（（
（

。

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
水
上
居
民
の
衛
星
都
市
化
計
画
の
一
環
と
し
て
の
「
陸
あ
が
り
」
理
解
は
、「
陸
あ
が
り
」
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
当
時

共
通
認
識
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
陸
あ
が
り
」
の
要
因
に
は
、
行
政
官
や
水
上
居
民
が
言
う
台
風
や
開
発
計
画
等
の
外
部
的
要
因
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
水
上
居
民
側
か
ら
の
「
陸
あ
が
り
」
要
求
が
あ
っ
た
こ
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
学
校
教
育
の

関
心
の
高
ま
り
が
あ
る
。
一
九
七
九
年
の
「
香
港
仔
艇
戶
之
社
會
服
務
需
求
調
查
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
よ
り
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、

陸
上
で
の
生
業
を
得
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
た
が
、
教
育
の
有
無
に
よ
っ
て
、
得
ら
れ
る
就
業
レ
ベ
ル
が
異
な
る
た
め
、
学
校
教
育
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
と
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
始
め
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
漁
船
兼
用
の
家
船
に
依
存
す
る
限
り
、
漁
業
活
動
が
家
族
に
よ
っ
て



69　　一九六〇年代における水上居民の「陸上引き上げ」政策

行
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
家
族
（
船
）
の
成
員
で
あ
る
子
女
も
、
も
ち
ろ
ん
流
動
的
な
生
活
を
強
い
ら
れ
、
彼
ら
が
学
校
へ
通

う
機
会
を
得
る
の
は
、
帰
港
し
た
時
に
限
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
水
上
居
民
は
子
女
の
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
恒
久
的

な
住
居
を
確
保
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る）（（
（

。
学
校
教
育
を
含
む
社
会
的
給
付
の
要
求
に
加
え
、
神
誕
慶
祝
、
祖
先
祭
祀
等
の
活
動
も

「
陸
あ
が
り
」
の
要
因
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た）（（
（

。

第
三
章　

施
策
過
程
議
論
に
見
る
行
政
の
態
度

　

一
九
六
七
年
一
〇
月
二
一
日
、
元
洲
仔
の
約
七
二
〇
〇
人
の
水
上
居
民
を
移
住
さ
せ
る
と
い
う
計
画
の
第
一
段
階
と
し
て
、
そ
の
内
の
約
一

〇
〇
世
帯
の
再
定
住
住
宅
建
設
工
事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た）（（
（

。
当
日
、
大
埔
理
民
官
が
演
説
し
た
内
容
を
以
下
に
紹
介
し
て
お
く
。

今
日
、
目
に
し
て
い
る
起
工
式
は
長
い
年
月
の
成
果
で
あ
り
、
元
洲
仔
新
村
の
最
初
の
建
設
事
業
の
正
式
な
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。
長

年
、
元
洲
仔
の
人
々
は
大
埔
理
民
府
、
漁
農
處
（A

griculture and Fisheries D
epartm

ent

）、
教
会
の
憂
慮
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

…
幸
運
に
も
、
衛
理
公
会
が
そ
の
福
利
基
金
会
（Plum

m
er Fund Com

m
ittee

）
を
通
じ
、
資
金
を
用
意
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

開
発
計
画
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
発
計
画
の
発
案
者
で
あ
る
馬
海
の
〔
公
認
建
築
師
（
特
准
建
築
師
）〕
プ
レ
ス
コ
ッ
ト

（Prescott, Jon A
.

）
と
〔
公
認
都
市
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
城
市
設
計
師
）〕
ソ
ー
ン
バ
ロ
ー
（T

hornburrow
, D

avid A
.

）
は
、

都
市
計
画
を
進
め
、
初
期
段
階
で
必
要
な
計
画
を
実
行
す
る
だ
け
で
な
く
、
建
設
費
を
削
減
す
る
た
め
に
、
プ
レ
ハ
ブ
建
築
シ
ス
テ
ム
を

新
た
に
香
港
に
広
め
ま
し
た）（（
（

。

こ
の
演
説
か
ら
、
起
工
式
を
迎
え
る
ま
で
に
、
資
金
問
題
や
都
市
開
発
を
含
む
諸
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
関
係
者
の
間
で
交
渉

や
取
引
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
以
下
、
政
策
過
程
の
進
行
順
に
、
移
住
地
選
択
の
問
題
、
政
策
資
金
援
助
問
題
そ
し
て
新
村
建
設

工
事
問
題
を
取
り
上
げ
、
如
何
な
る
議
論
を
経
て
そ
れ
ら
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
交
渉
を
行
っ
た
機
関
を
明
ら
か
に
し
、
こ
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の
政
策
段
階
に
お
け
る
政
庁
の
関
与
の
有
無
を
把
握
す
る
。

第
一
節　

移
住
地
の
選
択

　

水
上
居
民
の
「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
後
、
ま
ず
彼
ら
の
適
切
な
移
住
先
の
選
択
が
話
し
合
わ
れ
た
。
大
埔
理
民

府
の
バ
ー
ト
ン
（Barton, D

.

）
に
よ
っ
て
、
水
務
處
（W

ater A
uthority

）
及
び
消
防
事
務
處
（Fire Services

）
に
宛
て
た
一
九
六
三

年
四
月
二
三
日
付
け
書
翰
で
、
移
住
先
が
初
め
て
提
案
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
山
塘
の
近
く
に
一
〇
〇
戸
の
水
上
居
民
を
移
住
さ
せ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

大
埔
理
民
府
は
、
敷
地
整
備
や
舗
装
工
事
の
手
は
ず
を
整
え
、
耐
火
性
素
材
の
簡
易
住
居）（（
（

建
設
を
指
揮
し
ま
す
。
水
務
處
が
一
つ
な
い
し

そ
れ
以
上
の
給
水
用
パ
イ
プ
を
供
給
で
き
る
か
ど
う
か
、
消
防
事
務
處
は
最
小
限
の
火
災
予
防
の
必
要
条
件
を
示
せ
る
か
教
え
て
く
だ
さ

い
）
（（
（

。

と
述
べ
、
両
機
関
に
対
し
物
質
的
援
助
を
要
請
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
要
請
に
対
し
消
防
事
務
處
は
、
山
塘
へ
の
移
住
に
同
意
で
き
な
い
と

結
論
付
け
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る）（（
（

。

①
消
防
車
が
三
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
以
内
に
接
近
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
、
道
の
建
設
が
提
案
さ
れ
て
い
な
い
そ
の
地
は
、
深
刻
な
火
災
や

命
の
危
険
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

②
そ
の
地
形
は
複
雑
で
、
水
場
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
、
火
災
の
際
に
ホ
ー
ス
を
引
く
こ
と
が
ほ
ぼ
不
可
能
で
し
ょ
う
し
、
当
地
全

体
に
火
が
回
る
前
に
、
ホ
ー
ス
を
引
く
こ
と
は
無
理
で
し
ょ
う
。

③
丘
の
下
方
か
ら
出
火
し
て
上
方
に
燃
え
広
が
る
火
災
は
、
上
方
で
生
活
し
て
い
る
人
々
の
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。

①
及
び
②
で
、
水
場
か
ら
の
距
離
や
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
に
関
す
る
問
題
が
、
ま
た
③
で
、
当
地
が
丘
で
あ
る
た
め
に
、
一
度
火
災
が
発
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生
す
る
と
、
そ
の
被
害
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
地
形
的
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
消
防
事
務
處
の
許
可
が
下
り
な
い
こ

と
が
窺
え
る
。
反
対
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
水
務
處
も
、

…
残
念
な
が
ら
、
こ
の
移
住
地
に
供
給
す
る
給
水
用
パ
イ
プ
の
設
置
に
賛
成
で
き
ま
せ
ん）（（
（

。

と
述
べ
、
山
塘
を
水
上
居
民
の
移
住
先
と
し
て
、
地
形
的
に
不
適
切
な
地
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る）（（
（

。

　

先
の
水
務
處
や
消
防
事
務
處
の
指
摘
を
受
け
、
大
埔
理
民
府
の
エ
ス
ト
ラ
ー
ダ
（Estrada, C.G.

）
は
、

こ
れ
ら
の
水
上
居
民
の
移
住
計
画
が
、
差
し
当
た
り
中
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て
残
念
で
す
。
選
択
地
は
適
切
な
地
と
看
做
さ
れ

ず
、
他
の
場
所
も
す
ぐ
に
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
す）（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
報
告
を
受
け
た
新
界
民
政
署
は
、

貴
方
が
選
択
し
た
水
上
居
民
の
た
め
の
移
住
予
定
地
を
断
念
し
ま
し
ょ
う
。
…
新
た
に
適
当
な
土
地
を
探
す
中
で
、
ど
ん
な
方
法
も
く
ま

な
く
検
討
し
、
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
限
り
の
審
議
を
続
行
し
て
く
だ
さ
い）（（
（

。

と
返
信
し
て
い
る
。
こ
の
往
復
書
翰
に
は
、
提
示
し
て
い
た
移
住
先
案
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
落
胆
し
た
大
埔
理
民
府
の
様

子
、
新
界
民
政
署
の
移
住
計
画
実
現
に
対
す
る
期
待
や
真
剣
な
態
度
が
如
実
に
現
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
大
埔
理
民
府
が
、
新
村
建
設
計
画
に

関
わ
る
諸
機
関
に
対
し
、
移
住
先
の
評
価
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
新
界
民
政
署
が
大
埔
理
民
府
に
移
住
地
選
出
の
審
議
を
求
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
移
住
地
の
選
出
は
大
埔
理
民
府
が
担
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

　

そ
の
後
も
大
埔
理
民
府
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
移
住
先
が
提
案
さ
れ
た
。
一
九
六
五
年
二
月
一
二
日
に
は
船
湾
、
四
月
八
日
に
は
鹽
田
仔

そ
し
て
五
月
一
二
日
付
け
書
翰
で
は
吓
吭
へ
の
移
住
が
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
た
。
大
埔
理
民
府
に
よ
る
選
出
理
由
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
移
住

地
選
出
に
関
す
る
問
題
と
、
そ
の
解
決
策
を
示
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
当
府
の
選
出
基
準
を
一
定
程
度
反
映
し
て
い
よ
う
。
若
干
の
考
察

を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
、
土
地
価
格
や
敷
地
整
備
費
用
の
安
さ
が
問
題
視
さ
れ
る
。
二
月
一
二
日
の
書
翰
で
は
、
移
住
地
を
走
る
新
道
が
あ
り
、
工
業
地
域
に
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隣
接
し
て
い
る
と
い
う
好
立
地
で
あ
る
こ
と
、
更
に
荒
地
で
あ
る
た
め
そ
の
土
地
の
評
価
基
準
が
低
い
こ
と
、
三
〇
〇
〇
人
を
収
容
し
得
る
住

宅
や
学
校
、
遊
戯
場
、
市
場
そ
し
て
広
場
と
い
っ
た
付
属
設
備
の
建
設
費
を
合
算
し
て
も
、
二
〇
〇
万
香
港
ド
ル
の
支
払
い
で
済
む
こ
と）（（
（

が
強

調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
（W

illiam
son, P.J.

）
は
、
吓
吭
を
移
住
地
と
し
て
挙
げ
た
五
月
一
二
日
の
書
翰
で
、

新
界
民
政
署
の
キ
ー
リ
ン
グ
（K

eeling

）
が
貴
方
に
避
風
塘
の
近
く
に
位
置
す
る
盬
田
仔
を
示
し
た
こ
と
を
、
貴
方
の
手
紙
で
理
解
し

ま
し
た
。
詳
細
な
調
査
に
よ
り
、
鹽
田
仔
は
敷
地
整
備
の
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
た
め
、
適
地
で
は
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
結
果
、
大
埔

の
吓
吭
近
辺
の
地
が
最
適
地
で
あ
る
と
決
め
ま
し
た
。
こ
の
地
は
盬
田
仔
か
ら
一
マ
イ
ル
程
で
、
吓
吭
敷
地
整
備
費
用
は
ず
っ
と
安
く
、

交
通
の
面
に
お
い
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
こ
の
地
を
視
察
し
た
け
れ
ば
手
配
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
下
さ
い）（（
（

。

と
述
べ
、
鹽
田
仔
の
敷
地
整
備
の
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
た
め
、
適
地
で
な
い
と
見
な
し
て
い
る
。
一
方
で
、
吓
吭
を
敷
地
整
備
費
用
の
安
さ
の

面
か
ら
、
適
切
な
移
住
地
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
交
通
の
利
便
性
に
も
注
目
し
て
い
る
。

元
洲
仔
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
凡
そ
半
分
が
漁
民
で
残
り
が
陸
上
労
働
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
吓
吭
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、

鹽
田
仔
の
新
し
い
避
風
塘
へ
歩
い
て
一
五
分
、
大
埔
や
工
業
地
域
に
と
提
案
さ
れ
て
い
る
所
へ
は
、
バ
ス
に
乗
っ
て
す
ぐ
で
あ
る
か
ら
で

す
）
（（
（

。

　

避
風
塘
と
工
業
地
域
及
び
工
業
予
定
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
選
択
理
由
に
挙
げ
ら
れ
、
元
洲
仔
水
上
居
民
の
特
徴
、
つ
ま
り
住
民
の
半
分
が
漁

業
を
生
業
と
し
、
残
り
が
陸
上
で
職
を
得
て
い
る
と
い
う
事
情
に
配
慮
し
て
い
る
。
水
上
居
民
が
陸
上
定
住
す
る
と
い
う
と
、
彼
ら
の
人
口
の

減
少
と
共
に
、
漁
船
や
漁
業
活
動
の
衰
退
傾
向
も
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
し
か
し
大
埔
理
民
府
が
、
漁
業
従
事
者
及
び
陸
上
で
職
を
得
て
い
る
者

そ
れ
ぞ
れ
に
配
慮
し
た
移
住
地
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
職
業
環
境
を
整
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
移
住
地
選
択
「
基
準
」
か
ら
、
こ
の
段
階
で
は
、
新
村
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
深
刻
な
被
害
を
避
け
る
た
め
の
装
置
や

消
防
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
可
能
か
、
ま
た
政
策
の
実
行
費
を
軽
減
し
得
る
地
か
、
そ
し
て
水
上
居
民
の
生
業
を
確
保
し
得
る
地
か
ど
う
か
が
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問
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
結
局
、
大
埔
理
民
府
は
吓
吭
近
く
の
官
有
地
を
適
地
と
看
做
し
、
元
洲
仔
水
上
居
民
を
定
住
さ

せ
る
た
め
に
、
土
地
の
下
付
願
い
を
一
九
六
五
年
一
一
月
の
地
政
会
議
で
上
程
し
、
使
用
許
可
を
得
た
）
（（
（

。

第
二
節　

資
金
援
助
と
衛
理
公
会

　

一
九
四
〇
年
代
半
ば
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
香
港
の
人
口
増
加
は
著
し
い
。
増
加
の
要
因
に
つ
い
て
横
山
昭
市
は
、「
日
本
の
香
港
占

領
終
結
と
こ
れ
に
代
わ
る
イ
ギ
リ
ス
の
再
占
領
、
続
く
一
九
四
六
年
七
月
か
ら
の
中
国
本
土
に
お
け
る
国
共
内
戦
勃
発
、
及
び
こ
の
結
果
と
し

て
の
一
九
四
九
年
一
〇
月
の
中
共
政
権
成
立
な
ど
、
一
連
の
政
治
的
激
変
に
相
対
す
る
香
港
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
た
る
こ
と
に
基
づ
く
政
治
的

安
定
と
、
経
済
的
社
会
的
自
由
の
保
持
な
ど
に
よ
っ
て
、
ま
ず
香
港
へ
の
帰
郷
、
な
ら
び
に
中
国
本
土
か
ら
の
亡
命
や
難
民
の
誘
発
を
み
た
こ

と
に
よ
っ
た
と
考
え
る）（（
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
難
民
の
流
入
に
伴
い
、
住
宅
問
題
や
雇
用
問
題
、
社
会
秩
序
問
題
等
が
生
じ
た
こ
と

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
邢
福
増
は
、
水
上
居
民
を
含
め
た
難
民
の
住
宅
問
題
が
、
政
庁
に
と
っ
て
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
、
政
庁
に
よ
る
住
宅
供
給
政
策
に
、
と
り
わ
け
衛
理
公
会
（W

esleyan M
ethodist Church

）
及
び
循
道
公
会
（M

ethodist 

M
issionary Society

）
が
協
力
し
、
徙
置
区
平
房
の
建
設
に
精
力
的
に
関
与
し
た
り
、
社
会
の
救
済
や
服
務
に
取
り
組
み
、
香
港
社
会
問
題

を
緩
和
さ
せ
る
の
に
大
い
に
貢
献
し
た
と
分
析
し
て
い
る）（（
（

。

　

邢
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
他
の
宗
教
団
体
に
よ
る
活
動
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
六
六
年
か
ら
西
貢
や
青
衣
に
新
村
を
建

設
し
、
水
上
居
民
の
住
居
を
は
じ
め
と
す
る
、
社
会
服
務
の
提
供
を
開
始
し
た
香
港
明
愛
（Caritas–H

ong K
ong

）
）
（（
（

や
、
一
九
七
五
年
に
大

埔
水
上
居
民
八
一
戸
を
収
容
し
得
る
住
居
を
聯
益
漁
村
に
建
て
、
彼
ら
の
陸
上
定
住
を
援
助
し
た
聖
公
会
聖
匠
堂
（H

ong K
ong Sheng 

K
ung H

ui H
oly Carpenter Church

）
）
（（
（

で
あ
る
。

　

ま
た
ヘ
イ
ズ
（H

ayes, Jam
es

）
が
、「
理
民
府
は
、
荃
湾
水
上
居
民
を
支
援
す
る
た
め
の
資
金
が
な
い
の
で
、
香
港
で
活
動
し
て
い
た
ア

メ
リ
カ
の
援
助
団
体
ケ
ア
（Cooperative for A

m
erican Relief Everyw

here
）
に
支
援
を
求
め
た
。
ケ
ア
の
代
表
は
、
…
漁
民
の
住
宅
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計
画
に
関
与
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
ケ
ア
は
西
貢
に
新
た
に
建
て
た
建
物
二
〇
軒
を
漁
民
の
協
同
組
合
に
与
え
、〔
さ
ら
に
〕
青
衣
に
お
け
る

四
二
戸
の
漁
民
の
た
め
の
新
住
宅
建
設
計
画
を
開
始
し
た
。
そ
れ
は
、
一
九
六
四
年
五
月
に
完
成
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
我
々
は
民
政
署
の

一
九
六
三
─
六
四
年
年
報
か
ら
知
り
得
る
。
切
望
し
て
い
た
こ
の
収
容
施
設
は
、
…
荃
湾
水
上
居
民
の
住
宅
要
求
に
応
じ
る
の
に
大
い
に
貢
献

し
た）（（
（

。」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
援
助
団
体
が
水
上
居
民
に
対
し
て
陸
上
に
住
宅
を
供
給
す
る
と
い
う
形
で
、
政
庁
の
「
陸
上
引
き
上

げ
」
政
策
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
志
願
団
体
（volunteer

）
に
よ
る
新
村
建
設
関
与
に
つ
い
て
は
、
可
児
弘
明
も
水
上
居
民
の
再
定
住
要
因
の
一
つ
と
し
て
、「
…

そ
の
住
い
は
、
岸
に
建
て
た
杭
上
家
屋
式
の
棚
屋
や
、
船
を
陸
に
ひ
き
あ
げ
て
暫
定
的
な
住
い
と
し
た
『
旱
船
』
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
す
ぐ

陸
上
に
恒
久
的
な
家
を
か
ま
え
る
か
、
そ
れ
と
も
い
っ
た
ん
棚
屋
か
旱
船
を
へ
て
い
く
か
は
資
金
の
問
題
だ
け
で
あ
る
。
も
し
政
府
の
徙
置
事

務
所
が
建
て
た
低
家
賃
ア
パ
ー
ト
に
入
居
で
き
る
か
、
外
国
あ
る
い
は
慈
善
団
体
の
援
助
で
建
っ
た
漁
村
が
あ
れ
ば
事
は
や
い）（（
（

。」
と
分
析
し

て
い
る
。

　

先
ま
わ
り
し
て
言
え
ば
、
元
洲
仔
水
上
居
民
の
吓
吭
移
住
及
び
新
村
建
設
政
策
も
例
外
で
は
な
く
、
基
督
教
団
体
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
い

た
。
大
埔
理
民
府
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
一
九
六
六
年
一
月
二
五
日
付
け
の
新
界
民
政
署
署
長
宛
て
書
翰
で
、
衛
理
公
会
の
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ

シ
ュ
牧
師
（M

cIntosh, K
enneth B.

）
が
、
そ
の
福
利
基
金
会
に
元
洲
仔
水
上
居
民
の
「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
の
資
金
援
助
を
す
る
よ
う

正
式
に
要
請
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

　

一
九
六
六
年
八
月
二
六
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
新
界
民
政
署
署
長
の
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
（W

alden, J.C.C.

）
に
宛
て
た
書
翰
に
お
い
て
、

私
の
前
任
者
も
私
自
身
も
、
何
年
も
の
間
、
元
洲
仔
水
上
居
民
の
密
集
状
態
を
何
と
か
し
よ
う
と
政
策
を
打
ち
出
し
努
力
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
た
め
に
新
村
を
建
設
し
よ
う
と
衛
理
公
会
の
よ
う
な
志
願
団
体
に
参
加
を
呼
び
掛
け
て
き
ま
し
た
。
香
港
に
あ
る

衛
理
公
会
の
福
利
基
金
会
の
代
表
と
の
非
公
開
議
論
は
、
一
年
に
も
亘
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た）（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
大
埔
理
民
府
は
新
村
建
設
を
目
指
し
て
以
来
、
志
願
団
体
に
対
し
て
政
策
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
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け
て
い
た
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
移
住
地
選
択
と
同
様
、
大
埔
理
民
府
が
水
上
居
民
の
移
住
計
画
の
資
金
援
助
を
、
直
接
志
願
団
体

に
願
い
出
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
衛
理
公
会
と
の
非
公
開
議
論
の
期
間
に
つ
い
て
の
文
言
か
ら
、
資
金
援
助
に
関

す
る
交
渉
が
、
既
に
一
九
六
五
年
頃
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
。

　

加
え
て
、

ご
存
じ
の
通
り
、
こ
の
五
年
間
、
私
た
ち
は
様
々
な
志
願
団
体
の
寄
付
に
よ
る
六
、
七
の
移
住
計
画
の
企
画
や
建
設
に
参
加
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
二
、
三
週
間
、
…
一
、
二
の
他
の
機
関
が
部
分
的
な
あ
る
い
は
条
件
付
き
で
元
洲
仔
の
計
画
に
関
心
を
示
し
て
い
ま
す）（（
（

。

と
い
う
馬
海
の
発
言
か
ら
も
、
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
元
洲
仔
に
お
け
る
陸
上
定
住
計
画
に
関
心
を
寄
せ
、
部
分
的
な
資
金
援
助
を
申
し
出
て

い
る
志
願
団
体
が
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
基
督
教
世
界
服
務
委
員
会
（H

ong K
ong Christian Service

）
が
大
埔
理
民
府
に

宛
て
た
書
翰
に
よ
れ
ば
、
そ
の
支
部
で
あ
る
香
港
基
督
教
福
利
與
救
濟
協
会
（H

ong K
ong Christian W

elfare and Relief Council

）
に

対
し
て
、

水
上
居
民
の
移
住
に
際
し
て
必
要
な
も
の
を
、
福
利
基
金
会
が
約
束
し
て
い
る
も
の
に
追
加
し
て
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
よ
く
考

え
ま
す
。
援
助
は
貴
事
務
所
の
視
点
か
ら
そ
の
状
況
を
再
検
討
し
、
…
香
港
基
督
教
福
利
與
救
濟
協
会
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
追

加
の
援
助
の
方
法
を
私
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い）（（
（

。

と
述
べ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
元
洲
仔
の
水
上
居
民
を
吓
吭
へ
移
住
さ
せ
る
「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
の
資
金
援
助
は
、
基
金
会
が
主
に
担
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
不
足
分
を
他
地
域
の
移
住
計
画
援
助
団
体
や
海
外
志
願
団
体
が
賄
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
香
港

基
督
教
服
務
處
が
元
洲
仔
水
上
居
民
の
移
住
実
現
に
向
け
、
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、

最
初
の
住
宅
地
の
建
設
は
既
に
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
…
さ
ら
な
る
建
設
の
た
め
、
現
在
香
港
植
民
地
内
外
で
資
金
を
求
め
て
い
ま
す
。
吓

吭
村
は
、
政
府
諸
機
関
や
志
願
団
体
、
関
心
を
も
つ
人
々
が
互
い
の
ね
ら
い
、
目
的
を
十
分
理
解
し
つ
つ
作
り
上
げ
た
大
変
す
ば
ら
し
い

地
域
社
会
で
す
。
各
々
、
新
村
が
ス
ム
ー
ズ
に
新
界
の
開
発
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
技
能
、
知
識
、
専
門
技
術
を
以
て
貢
献
し
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て
い
ま
す
。
同
時
に
、
寄
付
金
一
ド
ル
に
つ
き
、
さ
ら
に
五
〇
セ
ン
ト
も
の
価
値
を
付
加
し
て
い
る
の
で
す
。
協
力
し
甲
斐
が
あ
る
と
い

う
も
の
で
す
！
一
世
帯
の
移
住
に
、
四
一
〇
〇
香
港
ド
ル
か
か
る
の
で
、
我
々
は
あ
と
三
五
〇
万
香
港
ド
ル
必
要
で
す
。
こ
れ
は
実
に
大

金
で
す
。
貴
方
の
で
き
る
事
を
何
で
も
し
て
く
だ
さ
い
。
ほ
ん
の
少
し
の
事
で
一
世
帯
あ
る
い
は
数
世
帯
が
移
住
で
き
る
の
で
す
。
新
村

建
設
の
た
め
ど
ん
な
も
の
で
も
大
歓
迎
で
す）（（
（

。

と
宣
伝
し
、
資
金
援
助
を
継
続
し
て
ま
た
広
く
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
衛
理
公
会
が
承
認
し
た
資
金
援
助
は
、
ど
の
よ
う
な
項
目
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
規
模
は
ど
れ
程
で
あ
っ
た
の

か
。
衛
理
公
会
側
が
、

移
住
が
完
了
し
た
ら
、
我
々
の
財
務
関
与
は
終
了
で
す
。
資
金
は
、
移
住
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
後
の
建
物
の
権
利
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
地
元
に
委
譲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う）（（
（

。

と
資
金
援
助
の
期
限
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
移
住
完
了
に
伴
っ
て
、
当
団
体
の
資
金
援
助
も
終
了
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
発
言

を
踏
ま
え
る
と
、
衛
理
公
会
の
目
的
は
、
元
洲
仔
水
上
居
民
の
陸
上
定
住
支
援
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

馬
海
の
ソ
ー
ン
バ
ロ
ー
は
、
衛
理
公
会
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
に
お
い
て
、
元
洲
仔
水
上
居
民
を
吓
吭
近
く
の
官
有
地
へ
移
住
さ
せ
る
計
画

の
予
算
措
置
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

村
計
画
全
体
を
準
備
す
る
中
で
、
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
明
確
な
予
算
案
で
し
ょ
う
。
何
度

も
貴
委
員
会
が
、
予
算
は
二
〇
〇
万
香
港
ド
ル
と
、
一
五
〇
万
の
ど
ち
ら
に
し
よ
う
か
と
話
し
合
い
ま
し
た
が
、
ウ
ェ
ブ
牧
師
（W

ebb, 

Paul

）
の
報
告
書
で
は
、
予
算
が
八
〇
万
と
だ
け
し
か
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
元
洲
仔
問
題
の
規
模
か
ら
、
後
者
の
額
で
は
そ
の

問
題
を
部
分
的
に
解
決
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
確
か
で
す）（（
（

。

福
利
基
金
会
が
、
一
五
〇
万
あ
る
い
は
二
〇
〇
万
香
港
ド
ル
の
支
援
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
約
半
額
の
八
〇
万
香
港

ド
ル
に
最
終
決
定
し
た
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
新
村
の
設
計
を
担
っ
て
い
た
馬
海
も
、
福
利
基
金
会
に
よ
る
八
〇
万
香
港
ド
ル
の
援
助
で
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は
、
新
村
を
建
設
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
、
一
九
六
七
年
六
月
二
日
に
大
埔
理
民
府
が
提
示
し
た
吓
吭
近
く
の
官

有
地
へ
水
上
居
民
を
移
住
さ
せ
る
と
い
う
計
画
の
予
算
案
に
よ
れ
ば
、
四
〇
〇
世
帯
二
〇
〇
〇
人
を
移
住
さ
せ
る
場
合
、
土
地
開
発
は
一
四
万

香
港
ド
ル
、
建
物
建
設
に
一
〇
〇
万
香
港
ド
ル
が
か
か
る
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
ソ
ー
ン
バ
ロ
ー
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
衛
理
公
会
の
資
金
援
助
だ
け
で
は
、
本
政
策
の
実
行
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
よ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
政
策
は
政
庁
に
対
し
て
政
策
の
理
解
を
迫
る
だ
け
で
な
く
、
資
金
援
助
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
新
界
民
政
署
の
書
翰
に

お
い
て
、

私
た
ち
は
、
政
府
と
衛
理
公
会
の
間
の
出
資
責
任
の
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。〔
第
一
段
階
と
し
て
〕
一
〇
〇
世
帯
〔
が

ま
ず
新
村
に
移
住
す
る
と
い
う
の
〕
は
、
か
な
り
大
規
模
な
移
住
計
画
で
、
衛
理
公
会
が
明
確
に
そ
し
て
自
ら
の
活
動
項
目
に
つ
い
て
、

初
め
に
同
意
し
な
い
限
り
危
険
な
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
後
の
段
階
で
布
政
司
に
〔
本
政
策
に
充
て
る
〕
出
資
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
従
っ
て
、
衛
理
公
会
宛
て
書
簡
で
、
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。
つ
ま
り
政
府
が
出
資
で
き
る
の
は
、

貴
方
が
こ
の
文
脈
の
中
で
明
記
す
べ
き
だ
と
考
え
る
設
備
に
加
え
て
、
二
つ
の
水
洗
便
所
の
建
設
や
焼
却
炉
の
建
設
だ
け
で
あ
り
、
必
要

な
場
合
に
は
道
や
連
絡
道
路
、
排
水
路
に
も
出
資
さ
れ
ま
す）（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
衛
理
公
会
と
の
資
金
援
助
交
渉
よ
り
遅
れ
て
な
さ
れ
、
か
つ
そ
の
出
資
項
目
は
、
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
六
七
年
六
月
一
九
日
に
は
、
大
埔
理
民
府
が
衛
理
公
会
に
宛
て
て
、

…
政
府
の
支
出
に
つ
い
て
で
す
。
二
つ
の
水
洗
簡
易
便
所
や
焼
却
炉
、
小
さ
な
公
園
、
必
要
で
あ
れ
ば
道
路
そ
し
て
排
水
設
備
の
建
設
に

つ
い
て
の
責
任
は
負
い
ま
す
が
、
貴
基
金
会
に
は
、
墓
の
移
設
金
や
水
の
供
給
、
学
校
の
よ
う
な
公
共
建
築
物
に
財
務
上
の
責
任
を
負
っ

て
も
ら
い
た
い
の
で
す）（（
（

。

と
願
い
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
衛
理
公
会
に
資
金
援
助
を
頼
る
と
い
う
新
界
民
政
署
と
大
埔
理
民
府
の
姿
勢
は
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
先
の

新
界
民
政
署
の
書
翰
に
比
べ
、
衛
理
公
会
の
出
資
項
目
が
よ
り
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
元
洲
仔
の
計
画
に
お
い
て
、
水
洗
便
所
や
焼
却
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炉
、
排
水
設
備
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
側
は
衛
生
環
境
を
整
え
る
た
め
の
設
備
建
設
費
を
負
担
す
る
意
向
が
あ
っ
た
一
方
、
移

住
に
伴
う
そ
の
他
の
諸
施
設
、
諸
設
備
の
費
用
を
衛
理
公
会
に
さ
ら
に
負
担
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
大
埔
理
民
府
の
発
言
に
対

し
衛
理
公
会
は
、

…
我
々
は
、
五
八
〇
〇
香
港
ド
ル
ま
で
で
あ
れ
ば
、
墓
の
移
設
金
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
承
諾
し
ま
し
ょ
う
。
墓
の
移
設
を
い
つ
開
始

し
、
い
つ
ま
で
に
完
成
さ
せ
れ
ば
良
い
で
す
か
。
こ
の
仕
事
は
す
ぐ
に
竣
工
す
る
で
し
ょ
う
。
公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
手
紙
の
中

で
、「
墓
の
移
設
金
、
水
の
供
給
、
学
校
の
よ
う
な
公
共
建
築
物
に
対
す
る
財
務
上
の
責
任
を
引
き
受
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
あ
り
ま
す

が
、
我
々
の
現
在
の
資
金
は
、
住
宅
供
給
に
充
て
る
も
の
の
み
で
あ
る
こ
と
を
ご
記
憶
で
し
ょ
う
。
今
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
公
共
建
築

物
を
供
給
す
る
と
い
う
約
束
は
で
き
ま
せ
ん
。
貴
方
の
発
言
は
、
そ
の
計
画
の
許
可
に
関
す
る
条
件
で
は
な
い
も
の
と
考
え
ま
す）（（
（

。

と
述
べ
、
移
住
先
に
既
存
の
墓
を
移
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
諾
す
る
も
の
の
、
公
共
建
築
物
の
建
設
の
た
め
に
、
住
宅
供
給
に
加
え
て
さ
ら

な
る
資
金
援
助
を
す
る
こ
と
は
強
く
否
定
す
る
。
結
局
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
〔
す
な
わ
ち
吓
吭
〕
か
ら
墓
の
移
動
を
賄
う
た
め
に
、
合
計
五
八
〇
〇
香
港
ド
ル
を
衛
理
公
会
か
ら
受
領
し
た
。
墓

の
除
去
は
、
一
九
六
七
年
九
月
四
日
ま
で
に
す
べ
て
完
了
す
る
で
し
ょ
う
。
未
解
決
の
六
人
に
つ
い
て
は
未
だ
支
払
い
が
終
わ
っ
て
い
ま

せ
ん）（（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
新
村
建
設
予
定
地
で
あ
っ
た
吓
吭
に
、
既
存
の
墓
を
移
動
さ
せ
る
よ
う
資
金
援
助
を
受
理
し
て
、
二
ヶ
月
あ
ま
り
で
四
二
個

の
移
設
を
完
了
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
衛
理
公
会
が
当
初
の
資
金
援
助
額
に
加
え
て
、
新
た
な
項
目
に
対
す
る
援
助
を
行
っ
て
お
り
、
衛
理

公
会
の
資
金
援
助
の
拡
大
を
示
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
政
策
に
お
い
て
資
金
援
助
を
す
る
と
は
、
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

農
民
と
漁
民
の
た
め
に
、
よ
り
快
適
な
住
宅
を
提
供
す
る
政
策
は
、
新
界
民
政
署
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
福
利
基
金
会
が
、
資
金

援
助
と
政
策
実
行
者
と
し
て
相
応
し
い
機
関
で
あ
れ
ば
、
大
埔
に
お
け
る
政
策
を
衛
理
公
会
が
実
行
す
る
こ
と
に
原
則
賛
成
す
る
と
大
埔
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理
民
府
が
衛
理
公
会
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
政
策
の
実
行
に
お
い
て
、
新
界
民
政
署
の
承
諾
を
得
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん）（（
（

。

こ
こ
で
は
、
新
界
民
政
署
が
衛
理
公
会
に
よ
る
政
策
の
実
行
を
容
認
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
「
承
諾
を
得
る
必
要
は
」
な
い
と
い
う
文
言
か

ら
、
積
極
的
に
衛
理
公
会
が
政
策
主
導
す
る
こ
と
を
要
請
し
よ
う
と
す
る
民
政
署
の
態
度
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
、
政
策
に
資
金
援
助
を
す
る

と
い
う
こ
と
が
、
如
何
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
か
を
印
象
付
け
て
い
よ
う
。

　

元
洲
仔
水
上
居
民
の
「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
に
対
す
る
資
金
援
助
過
程
に
お
い
て
、
資
金
不
足
が
生
じ
て
い
た
が
、
衛
理
公
会
だ
け
で
な

く
、
広
く
そ
の
他
の
基
督
教
団
体
及
び
個
人
の
援
助
を
得
る
こ
と
で
、
大
埔
理
民
府
は
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
節　

住
宅
建
設
と
馬
海

　

衛
理
公
会
が
本
政
策
に
対
す
る
資
金
援
助
を
決
定
し
た
後
、
新
村
建
設
設
計
は
馬
海
に
依
頼
さ
れ
た
。
本
節
で
は
、
馬
海
が
大
埔
理
民
府
や

新
界
民
政
署
、
衛
理
公
会
に
提
出
し
た
建
設
計
画
案
を
基
に
、
新
村
の
形
状
を
示
し
た
い
。

　

一
九
六
六
年
一
一
月
二
四
日
、
大
埔
理
民
府
に
お
い
て
移
住
に
関
す
る
会
議
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
衛
理
公
会
の
会
員
を
は
じ

め
、
馬
海
の
ソ
ー
ン
バ
ロ
ー
や
大
埔
理
民
府
の
ベ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
（Bedford

）、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
が
出
席
し
た）（（
（

。
そ
の
会
議
に
つ
い
て
は
、

一
九
六
七
年
一
月
二
六
日
の
ソ
ー
ン
バ
ロ
ー
が
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
牧
師
に
宛
て
た
書
翰
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

〔
建
設
計
画
を
〕
始
め
る
に
あ
た
り
、
元
洲
仔
水
上
居
民
の
移
住
に
取
り
組
む
様
々
な
方
法
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
我
々
は
プ
レ
ハ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
持
ち
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
徹
底
的
に
調
査
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
大
方
同
意
し
ま
し

た
）
（（
（

。

こ
こ
か
ら
、
建
設
計
画
を
練
る
前
に
徹
底
的
に
当
該
地
域
を
調
査
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
実
際
に
、

大
埔
理
民
府
か
ら
、
提
案
さ
れ
て
い
る
地
の
調
査
計
画
の
概
要
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
貴
方
方
と
一
緒
に
そ
の
地
を
訪
れ
て
以
来
、
我
々

だ
け
で
も
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
ま
す）（（
（

。
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と
あ
る
よ
う
に
、
議
決
後
、
繰
り
返
し
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
文
に
は
、
馬
海
が
新
村
建
設
計
画
を
進
行
す
る

た
め
の
図
案
を
描
く
に
あ
た
り
、
衛
理
公
会
や
大
埔
理
民
府
に
要
求
し
て
、

…
実
際
に
プ
レ
ハ
ブ
計
画
が
始
ま
る
前
に
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
つ
の
基
本
的
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
①
建
築
学
上

及
び
構
造
上
の
観
点
か
ら
、
そ
し
て
新
村
建
設
計
画
全
体
か
ら
一
世
帯
で
使
用
す
る
住
居
の
詳
細
な
図
案
が
描
か
れ
る
こ
と
、
②
そ
の
よ

う
な
提
案
に
対
し
て
政
府
か
ら
適
切
な
承
認
を
得
る
こ
と
で
す）（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
問
題
点
の
①
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
馬
海
が
元
洲
仔
の
水
上
居
民
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
本
政
策
な
ら
で
は
の
住
居
空

間
を
考
案
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
元
洲
仔
水
上
居
民
及
び
彼
ら
の
移
住
先
で
あ
る
吓
吭
を
繰
り
返
し
訪
問
・
調
査
す
る
こ
と

で
、
諸
政
策
を
立
案
す
る
た
め
の
、
あ
る
い
は
基
礎
的
情
報
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
②
に
関
し
て
は
、

福
利
基
金
会
は
、
水
上
居
民
の
約
九
六
世
帯
を
元
洲
仔
か
ら
移
住
さ
せ
、
…
〔
吓
吭
近
く
の
官
有
地
〕
に
定
住
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
た
。

こ
の
案
は
資
金
を
入
手
で
き
次
第
、
元
洲
仔
に
住
む
合
計
約
七
二
〇
〇
人
の
水
上
居
民
を
こ
の
地
に
段
階
的
に
移
住
さ
せ
る
計
画
の
第
一

段
階
で
あ
る
と
看
做
さ
れ
て
い
る
。
…
各
世
帯
が
約
二
〇
〇
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
床
面
積
を
持
ち
、
高
さ
一
五
フ
ィ
ー
ト
の
連
続
住
宅
（
テ

ラ
ス
ハ
ウ
ス
）
の
二
階
建
て
の
建
物
に
、
九
六
世
帯
を
収
容
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
、
新
界
へ
の
申
請
建
築

条
例
の
規
定
の
範
囲
内
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
計
画
は
、
当
局
に
承
認
さ
れ
る
だ
ろ
う）（（
（

。

と
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
世
帯
に
割
り
当
て
ら
れ
る
部
屋
の
広
さ
や
そ
の
建
物
自
体
の
高
さ
を
、
一
九
五
五
年
建
築
物
条
例
に
照
ら
し
、

問
題
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
大
埔
理
民
府
に
求
め
て
い
る
。

　

彼
ら
に
用
意
さ
れ
る
新
た
な
住
居
形
態
の
様
子
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
一
世
帯
そ
れ
ぞ
れ
約
二
〇
〇
平
方
フ
ィ
ー
ト
（
一
八
・
五

八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
約
一
一
畳
）
の
広
さ
を
持
つ
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
形
式
の
住
居
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
建
物
自
体
は
二
階
建
て
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。
上
引
の
記
述
を
基
に
、
一
棟
の
建
築
面
積
を
予
測
す
る
と
、
九
六
〇
〇
平
方
フ
ィ
ー
ト
（
八
九
一
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
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こ
の
一
世
帯
に
割
り
当
て
ら
れ
る
二
〇
〇
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
新
居
が
、
ど
れ
程
の
広
さ
を
示
す
の
か
船
住
居
と
比
べ
な
が
ら
分
析
し
て
お
こ

う
。
大
埔
理
民
府
の
ス
コ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
（Scott-w

ill, D
.M

.

）
の
一
九
六
七
年
六
月
二
日
付
け
覚
書
に
よ
れ
ば
、
九
六
世
帯
と
い
う
の
は
、
約

八
〇
〇
人
の
水
上
居
民
で
あ
っ
た
と
い
う）（（
（

。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
一
世
帯
平
均
八
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
従
っ
て
、
一
人

当
た
り
二
五
平
方
フ
ィ
ー
ト
（
二
・
三
二
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
約
一
畳
半
）
の
生
活
空
間
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
船
上
生
活
で

得
て
い
た
生
活
空
間
に
つ
い
て
、
あ
る
雑
誌
は
、

黄
氏
（W

ong Chan-N
gan

）
と
そ
の
家
族
は
、
冬
の
間
、
香
港
新
界
大
埔
に
停
泊
さ
せ
て
い
る
ジ
ャ
ン
ク
に
住
ん
で
い
る
。
氏
の
祖
父

は
以
前
船
乗
り
業
に
従
事
し
て
い
た
。
氏
は
、
五
八
歳
で
漁
民
の
三
世
代
目
頭
首
で
あ
り
、
孫
は
一
四
ヶ
月
で
あ
る
。
一
三
人
が
、
氏
の

六
〇
フ
ィ
ー
ト
（
一
八
・
二
九
メ
ー
ト
ル
）
の
船
に
詰
め
込
ま
れ
て
い
る）（（
（

。

と
報
道
し
て
い
る
。
面
積
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
た
め
、
船
の
正
確
な
面
積
を
計
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
船
の
長
さ
の
約
四

分
の
一
が
船
幅
で
あ
る
と
想
定
す
る
と）（（
（

、
本
船
の
面
積
は
、
九
〇
〇
平
方
フ
ィ
ー
ト
（
八
三
・
六
一
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
た
だ
、
仕
事

場
兼
用
の
家
船
で
あ
る
場
合
、
船
を
二
分
し
て
、
一
方
を
作
業
場
に
、
他
方
を
寝
室
や
ト
イ
レ
、
台
所
と
い
っ
た
生
活
空
間
と
す
る
構
造
）
（（
（

に
す

る
。
す
る
と
実
際
に
は
、
九
〇
〇
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
船
面
積
の
約
半
分
の
面
積
、
即
ち
四
五
〇
平
方
フ
ィ
ー
ト
（
四
一
・
八
一
平
方
メ
ー
ト

ル
、
二
五
畳
）
の
住
居
空
間
に
一
家
一
三
人
が
暮
ら
し
、
一
人
あ
た
り
三
四
平
方
フ
ィ
ー
ト
（
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
約
二
畳
）
を
所
有
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
分
析
か
ら
、
船
上
で
の
生
活
空
間
を
ス
コ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
の
記
述
や
住
宅
設
計
案
の
記
述
と
突
き
合
わ
せ
る
と
、
水
上

居
民
の
新
居
は
、
こ
れ
ま
で
の
船
上
生
活
で
得
て
い
た
生
活
空
間
に
比
べ
て
、
若
干
程
度
狭
い
空
間
で
あ
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
そ
れ
で

も
、
ケ
ー
ジ
ハ
ウ
ス
あ
る
い
は
鳥
籠
住
居
─
─
「
一
部
屋
」
が
約
一
八
平
方
フ
ィ
ー
ト
（
一
・
六
七
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
畳
）
─
─
と
言
わ
れ

る
、
香
港
社
会
の
最
下
層
民
が
暮
ら
す
住
居
と
比
較
す
る
と
、
必
ず
し
も
新
居
が
劣
悪
な
生
活
空
間
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う）（（
（

。

　

一
九
六
七
年
六
月
二
七
日
、
馬
海
は
工
事
の
入
札
に
つ
い
て
の
案
内
を
各
建
設
会
社
に
送
信
し
た
。
こ
の
書
翰
に
は
、
水
上
居
民
の
再
定
住

住
宅
の
建
築
材
料
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
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…
第
一
段
階
を
含
む
全
体
の
工
事
計
画
は
、
要
す
る
に
住
居
の
建
設
及
び
隣
接
地
域
の
開
発
の
み
で
す
。
第
一
段
階
と
続
く
段
階
に
可
決

さ
れ
た
建
設
方
法
は
、
組
み
立
て
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
す
。
壁
板
は
通
常
の
強
力
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
床
板
は
補
強
鉄
線
入
り
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
す）（（
（

。

　

組
み
立
て
式
の
簡
易
住
宅
で
あ
る
も
の
の
、
壁
や
床
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
板
を
使
用
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
台
風
の

自
然
災
害
が
あ
る
と
損
壊
の
可
能
性
が
あ
っ
た
木
造
船
や
棚
屋
に
居
住
し
て
い
た
水
上
居
民
に
と
っ
て
、
恵
ま
れ
た
住
宅
環
境
で
あ
っ
た
と
看

做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

元
洲
仔
に
お
け
る
衞
生
環
境
の
確
保
を
政
策
の
第
一
目
的
に
設
定
し
て
以
降
、
一
九
六
三
年
よ
り
本
格
化
し
た
水
上
居
民
の
「
陸
上
引
き
上

げ
」
政
策
の
過
程
を
考
察
す
る
と
、
大
埔
理
民
府
及
び
新
界
民
政
署
は
、
本
政
策
を
進
行
さ
せ
て
い
く
中
で
、
議
論
の
内
容
ご
と
に
、
自
ら
基

督
教
団
体
や
都
市
設
計
団
体
と
交
渉
し
、
そ
れ
ら
と
協
力
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
従
っ
て
、「
香
港
政
府
も
行
政
指
導

や
社
会
資
本
の
投
下
を
行
わ
な
い
か
わ
り
、
税
金
を
徴
収
す
る
以
外
、
水
上
に
は
タ
ッ
チ
せ
ず
、『
自
治
』
に
ま
か
せ
た
の
で
あ
る）（（
（

。」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
政
庁
の
放
任
的
な
態
度
で
は
な
く
、
む
し
ろ
水
上
居
民
を
行
政
を
施
す
べ
き
対
象
と
見
な
し
て
い
る
と
言
え
る
。

第
四
章　

互
助
組
織
の
形
成
と
そ
の
役
割

　

謝
憤
生
、
盧
維
亞
の
『
香
港
漁
民
概
況
』
に
よ
れ
ば
、
水
上
居
民
の
弱
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
だ
し
て
い
る
の
は
、
彼
ら
が
「
組
織

を
持
っ
て
い
な
い
（
没
組
織
）、
団
結
し
て
い
な
い
（
没
團
結
））

（（
（

」
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
水
上
社
会
は
強
力
な
組
織
を
も
っ
て
お
ら

ず
、
そ
の
こ
と
が
彼
ら
に
弱
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
を
組
織
化
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
な
り
に
強
固
な
力
を

発
揮
し
得
る
場
合
も
あ
っ
た
。
大
澳
の
「
漁
船
團
體
」
や
「
僑
港
漁
民
互
助
社
」
が
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
社
会
の
基
礎
組

織
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
、
経
済
的
援
助
だ
け
で
な
く
、
漁
民
の
子
女
の
た
め
に
「
漁
民
学
校
」
を
創
設
し
て
お
り
、
そ
の
役
割
の
一
端
を
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知
り
得
る
）
（（
（

。

　

ま
た
、
水
上
居
民
の
宗
族
組
織
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
狭
隘
な
船
上
で
生
活
し
て
い
る
水
上
居
民
に
特

有
の
リ
ニ
ー
ジ
組
織
は
自
己
中
心
的
な
も
の
で
、
同
心
円
状
の
拡
大
可
能
な
父
系
親
族
関
係
に
な
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る）（（
（

。
ま
た
渡
邊

欣
雄
は
、
彼
ら
の
親
族
関
係
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
は
、
船
上
で
生
計
を
共
に
立
て
て
い
る
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る）（（
（

と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
原
因
は
、
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、「
経
済
的
、
社
会
的
生
活
は
、
流
動
性
や
柔
軟
性
、
自
立
の
機
会
を
与
え
る
が
、
大

規
模
な
血
縁
関
係
の
安
定
や
、
集
中
は
困
難
な
船
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る）（（
（

。」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
船
が
住
ま
い
で
あ
る
と
同
時
に
、

生
産
手
段
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
宗
族
組
織
を
形
成
し
得
た
水
上
居
民
も
皆
無
で
は
な
い
。
白
鳥
芳
郎
の
調
査
で
明
ら

か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
宗
族
組
織
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
家
譜
を
つ
く
り
祠
堂
を
建
て
る
場
合
が
あ
る）（（
（

。
し
か
し
こ
の
場
合
、
既
に
「
陸
あ
が

り
」
し
て
い
る
か
一
定
の
地
に
長
く
居
留
ま
り
、
宗
族
制
度
を
つ
く
り
得
る
経
済
力
を
有
し
て
い
る
者
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

　

香
港
政
庁
は
、
水
上
居
民
の
互
助
組
織
に
つ
い
て
、

一
九
六
四
年
に
は
「
陸
あ
が
り
」
し
た
漁
民
人
口
は
、
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
漁
民
が
陸
上
に
恒
久
的
な
家
を
構
え
る
に

は
、
政
府
が
漁
民
の
発
案
を
奨
励
し
、
独
立
独
行
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
政
府
に
よ
っ
て
、
奨
励
さ
れ
た
自
立
の
良
い
例
は
、
漁

民
が
自
身
の
生
活
方
法
を
改
善
す
る
た
め
に
、
彼
ら
自
身
で
協
同
組
合
を
形
成
し
た
こ
と
で
あ
る）（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
水
上
居
民
の
陸
上
住
み
替
え
を
促
進
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
元
洲
仔
水
上
居
民

の
「
陸
あ
が
り
」
に
お
け
る
互
助
組
織
を
以
下
で
考
察
す
る
。

　

当
地
の
漁
民
の
互
助
組
織
に
つ
い
て
は
、
漁
農
處
の
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
（Petersen, I.

）
が
、
大
埔
理
民
府
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
に
宛
て
た

一
九
六
七
年
一
〇
月
五
日
付
け
覚
書
で
、

ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、
…
住
居
の
必
要
な
大
埔
の
漁
民
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
。〔
そ
れ
を
見
て
〕
彼
ら
が
六
つ
─
─
大
埔
小
型
延
縄
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漁
民
信
用
合
作
社
、
大
埔
漁
民
信
用
合
作
社
、
大
埔
巾
着
網
小
型
延
縄
漁
民
信
用
合
作
社
、
大
埔
手
釣
漁
民
信
用
漁
家
合
作
社
、
大
埔
ト

ロ
ー
ル
漁
民
信
用
合
作
社
、Y

eung K
ong

漁
民
信
用
合
作
社
、
大
埔
蝦
ト
ロ
ー
ル
漁
民
信
用
合
作
社
─
─
の
組
合
に
そ
れ
ぞ
れ
所
属
し

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う）（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
洲
仔
漁
民
の
間
に
も
、「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
施
行
以
前
か
ら
既
に
紐
帯
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

政
策
施
行
過
程
で
の
互
助
組
織
に
つ
い
て
は
、

わ
が
村
は
ま
ず
一
〇
〇
戸
が
遷
徙
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
惜
し
む
ら
く
は
、
遷
徙
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
合
作
社
員
が
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
村
代
表
や
村
民
は
、
現
在
そ
の
問
題
に
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
遷
徙
委
員
会
を
組
織
し
ま
し
た）（（
（

。

と
い
う
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
移
住
計
画
の
過
程
の
中
で
、
彼
ら
の
間
に
、
陸
上
定
住
の
た
め
に
新
た
に
遷
徙
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
こ
れ
を

通
じ
て
、
行
政
側
と
交
渉
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
王
肇
枝
中
学
の
前
に
漁
民
の
住
宅
が
密
集
し
て
、
衛
生
状
態
が
甚
だ
悪

い
こ
と
を
大
埔
理
民
府
に
伝
え
、
当
該
地
域
に
集
住
し
て
い
る
人
々
及
び
、
災
害
で
家
を
失
く
し
綿
山
村
に
避
難
さ
せ
ら
れ
た
八
戸
を
優
先
的

に
移
住
さ
せ
て
ほ
し
い）（（
（

旨
を
上
申
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
委
員
会
は
、
移
住
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
行
で
き
る
よ
う
、
ま
た
水
上
居
民
の
意
見
を

伝
え
る
役
割
を
担
っ
た
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

　

で
は
「
陸
上
引
き
上
げ
」
後
、
政
策
立
案
者
は
組
織
を
如
何
に
政
策
に
取
り
込
も
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

福
利
基
金
会
が
、
周
期
的
な
性
格
の
資
金
提
供
を
行
う
と
は
考
え
に
く
い
…
。
い
ず
れ
の
協
同
組
合
員
も
、
火
災
や
台
風
の
保
険
金
を
含

む
建
物
の
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
に
、
毎
月
そ
れ
な
り
に
組
合
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
組
合
員
登
録
す
る
前
に
、

こ
の
こ
と
に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す）（（
（

。

と
い
う
新
界
民
政
署
と
大
埔
理
民
府
に
対
し
て
出
さ
れ
た
漁
農
處
の
提
案
）
（（
（

か
ら
、
協
同
組
合
を
形
成
し
、
そ
の
組
合
員
に
毎
月
掛
け
金
の
支
払

い
を
求
め
る
こ
と
で
、
移
住
後
の
住
宅
建
築
物
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
自
然
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
に
、
彼
ら
自
身
で
対
応
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
あ
る
い
は
大
埔
理
民
府
が
、
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は
じ
め
は
官
有
地
移
住
許
可
書
が
年
一
ド
ル
と
い
う
慈
善
事
業
並
み
の
額
で
、
建
設
が
終
わ
る
ま
で
、
任
命
さ
れ
た
開
発
従
事
委
員
会
に

支
給
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
開
発
終
了
後
は
、
許
可
書
は
取
り
消
さ
れ
、
毎
年
一
平
方
フ
ィ
ー
ト
当
た
り
三
セ
ン
ト
の
〔
地
代
〕
で
住
居
者

が
請
け
負
う
よ
う
に
、
生
活
改
善
組
合
（Better Living Society

）
の
名
前
で
再
発
行
さ
れ
る
で
し
ょ
う）（（
（

。

と
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
水
上
居
民
の
吓
吭
近
く
へ
の
移
住
計
画
段
階
に
お
い
て
は
、
新
村
開
発
従
事
委
員
会
に
発
行
さ
れ
る
官
有
地
移
住

許
可
が
、
開
発
終
了
時
に
は
、
水
上
居
民
自
ら
組
合
員
で
あ
る
生
活
改
善
組
合
に
対
し
て
発
行
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
、
水
上
居
民
に
彼

ら
自
身
で
生
活
環
境
の
維
持
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
行
政
側
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、

新
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
家
主
が
参
加
す
る
、
生
活
改
善
組
合
の
支
配
下
に
入
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
組
合
は
、
家
賃
を
集

金
し
、
村
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
事
業
に
付
随
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
処
理
す
る
の
で
す
。
ま
た
、
生
活
改
善
組
合
の
た
め
に
漁
農
處
の

代
表
と
、
生
活
改
善
組
合
の
代
表
、
そ
し
て
衛
理
公
会
の
代
表
の
三
人
で
構
成
さ
れ
る
諮
問
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
諮
問
委

員
会
の
役
割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で
生
じ
た
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
で
す）（（
（

。

と
、
衛
理
公
会
が
述
べ
て
い
よ
う
に
、
水
上
居
民
が
新
村
に
定
住
す
る
際
、
生
活
改
善
組
合
に
加
入
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
自
身
で
問
題
を

解
決
す
る
体
制
を
整
え
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
村
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
事
業
の
問
題
を
処
理
す
る
た
め
の
財
源
の
確
保
、
ま
た
彼

ら
が
移
住
後
も
社
会
的
紐
帯
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
も
目
指
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

こ
の
生
活
改
善
組
合
の
諮
問
委
員
会
が
、「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
に
関
与
し
た
行
政
機
関
や
そ
の
資
金
援
助
を
行
っ
た
衛
理
公
会
の
代
表

で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
も
そ
も
彼
ら
の
組
織
へ
の
加
入
、
即
ち
組
合
員
登
録
は
彼
ら
を
行
政
の
管
理
下
に
置
く
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
組
織
の
諮
問
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
、
行
政
官
を
含
む
と
い
う
こ
と
は
、
元
洲
仔
の
水
上
居
民
の
間
で
生
じ

た
問
題
の
解
決
に
、
水
上
居
民
の
公
的
機
関
の
介
入
が
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
体
制
を
整
え
た
志
願
団
体
及
び
政
庁
の
態
度
は
、

社
会
統
御
あ
る
い
は
管
理
を
試
み
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
言
え
る
。

　

以
上
か
ら
、
元
洲
仔
水
上
居
民
の
「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
過
程
の
中
で
形
成
さ
れ
た
互
助
組
織
に
は
、
二
つ
の
側
面
が
見
て
と
れ
る
。
第
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一
に
、
彼
ら
主
体
の
組
織
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
に
自
身
の
生
活
レ
ベ
ル
の
向
上
、
政
策
に
伴
っ
て
生
じ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
対
応
を

話
し
合
い
、
行
動
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
「
自
治
」
の
側
面
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
政
庁
側
か
ら
み
れ

ば
、
植
民
地
下
の
住
民
を
有
効
に
統
制
す
る
手
段
と
も
な
り
得
た
。
こ
れ
が
第
二
の
側
面
、「
下
層
民
統
制
」
と
看
做
し
得
る
。

お
わ
り
に

　

も
ち
ろ
ん
水
上
居
民
の
「
陸
あ
が
り
」
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
個
別
的
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
見
ら
れ
る
事
象
で

あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
六
〇
年
代
の
そ
れ
は
、
水
上
社
会
全
体
の
変
化
を
引
き
起
こ
す
程
の
大
規
模
な
「
陸
あ
が
り
」
で
あ
っ
た
。
本
稿
で

は
、
大
埔
元
洲
仔
の
水
上
居
民
が
吓
吭
へ
陸
上
定
住
す
る
た
め
に
練
ら
れ
た
政
策
計
画
過
程
の
検
討
を
通
じ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
行
政
の
態
度

を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
水
上
居
民
が
政
庁
側
の
説
得
あ
る
い
は
強
制
な
く
、
そ
し
て
助
力
も
妨
害
も
な
い
自
発
的
行
為
と
し
て
の
「
陸

あ
が
り
」
で
は
な
く
、
移
住
先
の
選
出
や
諸
機
関
と
の
交
渉
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
政
策
段
階
に
お
い
て
、
行
政
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
れ
は
、
水
上
居
民
の
陸
上
定
住
先
を
選
出
し
て
い
る
過
程
や
本
政
策
に
対
す
る
資
金
援
助
を
基
督
教
団
体
に
要
請
し
て
い
る
過
程

で
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
衛
生
問
題
を
政
策
に
含
み
、
新
界
民
政
署
及
び
大
埔
理
民
府
自
ら
の
政
策
主
導
権
範
囲
を
拡
大
し

た
こ
と
は
、
関
与
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
行
政
の
放
任
的
な
態
度
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
水
上
居
民
の
陸
上
住

み
替
え
に
対
し
て
、
積
極
的
に
援
助
・
関
与
し
よ
う
と
し
て
い
る
行
政
側
の
態
度
と
言
え
る
。

　

加
え
て
、
水
上
居
民
が
新
し
い
村
に
定
住
す
る
際
、
そ
の
諮
問
委
員
会
に
行
政
官
を
含
む
生
活
改
善
組
合
に
加
入
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
は
、
行
政
の
管
理
を
容
易
に
受
け
ら
れ
る
環
境
に
彼
ら
を
置
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
行
政
の
態
度
は
、
言
い

換
え
れ
ば
、
水
上
居
民
を
行
政
を
以
て
管
理
す
る
べ
き
対
象
と
見
な
し
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
、
水
上
居
民
の
立
場
で
「
陸
あ
が
り
」
を
捉

え
る
と
、
陸
上
へ
移
住
す
る
こ
と
は
、
行
政
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
新
界
の
人
口
の
一
部
と
な
る
こ
と
を
表
し
て
い
た
。
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本
稿
で
は
、
移
住
政
策
の
計
画
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
行
政
の
関
与
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
実
際
に
新
村
建
設
の
様
子
や
水
上
居
民
が
陸
上

定
住
す
る
様
子
、
定
住
後
の
状
況
、
即
ち
政
策
実
施
過
程
や
政
策
評
価
過
程
に
つ
い
て
、
諸
機
関
が
如
何
な
る
議
論
を
行
っ
て
い
た
の
か
言
及

す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
別
稿
を
設
け
改
め
て
検
討
し
た
い
。

ま
た
政
策
設
定
過
程
に
お
け
る
議
論
を
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
、
民
政
事
務
署
に
集
め
ら
れ
た
文
書
史
料
を
引
用
し
た
。
し
か
し
そ
れ
故
に
、

衛
理
公
会
や
馬
海
、
布
政
司
が
こ
の
問
題
を
如
何
な
る
議
論
を
経
て
許
可
し
た
の
か
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
歴
史
檔
案
館
所
蔵
の

文
書
に
加
え
て
、
関
係
機
関
の
所
有
す
る
史
料
、
香
港
政
府
憲
報
（H

ong K
ong Governm

ent Gazette 

）
や
香
港
立
法
会
（Legislative 

Council

）
の
報
告
書
も
参
照
し
な
が
ら
、
大
埔
元
洲
仔
水
上
居
民
の
「
陸
上
引
き
上
げ
」
政
策
を
再
考
す
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
当
地
の
水
上

居
民
「
陸
あ
が
り
」
及
び
吓
吭
村
の
建
設
に
関
与
し
た
、
行
政
機
関
や
志
願
団
体
、
関
心
を
も
つ
人
々
の
ね
ら
い
、
目
的
を
理
解
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

註（
１
） 

﹁
水
上
居
民
﹂
と
い
う
語
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
︒
華
南
の

水
上
居
民
が
学
術
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
一
九
三
〇
年
以
来
︑
彼
ら

を
﹁
蜑た

ん

民み
ん

﹂
あ
る
い
は
﹁
蜑た
ん

家か

﹂
と
表
記
し
て
き
た
︒﹁
蜑
民
﹂
と

は
本
来
︑
広
東
語
を
日
常
語
と
し
て
い
る
水
上
居
民
を
示
す
広
東
語

で
あ
っ
た
が
︑
彼
ら
に
対
す
る
陸
上
生
活
者
の
意
識
が
歴
史
的
に
変

化
し
︑
非
漢
族
と
看
做
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
︑﹁
蜑
民
﹂
と
い

う
語
に
は
︑﹁
︙
無
知
で
読
み
書
き
が
で
き
ず
︑
バ
ク
チ
や
ア
ヘ
ン

吸
引
︑
娼
婦
買
い
の
悪
習
を
子
供
の
こ
ろ
か
ら
身
に
つ
け
て
お
り
︑

そ
れ
以
外
の
楽
し
み
を
知
ら
ず
堕
落
し
た
連
中
﹂
と
い
う
差
別
的
イ

メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
可
児
弘
明
﹃
香
港
の
水
上

居
民
│
中
国
社
会
史
の
断
面
│
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
七
〇
年
︑
二

頁
）︒
従
っ
て
︑﹁
蜑
民
﹂
と
い
う
語
を
学
術
用
語
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
ま
た
近
年
︑
長
沼
さ
や
か

に
よ
り
︑
珠
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
水
上
居
民
像
の
諸
相
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
（
長
沼
さ
や
か
﹃
広
東
の
水
上
居
民
│
珠
江
デ
ル
タ
漢
族
の

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
そ
の
変
容
﹄
風
響
社
︑
二
〇
一
〇
年
）︒
長
沼
に

よ
れ
ば
︑
陸
地
定
住
化
に
伴
っ
て
︑
水
上
生
活
と
い
う
特
殊
な
生
活

様
式
が
失
わ
れ
て
も
︑
な
お
も
水
上
居
民
と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る

人
々
が
存
在
す
る
が
︑
そ
れ
は
陸
上
漢
族
の
正
統
性
を
際
立
た
せ
る
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た
め
に
形
を
変
え
な
が
ら
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
︒
本
稿
は
︑
香

港
政
庁
等
の
行
政
文
書
を
史
料
と
し
て
多
用
し
て
い
る
が
︑
文
書
史

料
上
で
は
︑
水
上
居
民
は“B

oat People” “B
oat D

w
eller”

と
記
述

さ
れ
て
い
る
︒
も
ち
ろ
ん
行
政
機
関
は
年
次
報
告
に
記
述
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
︑﹁
蜑
民
﹂
と
そ
の
他
の
水
上
居
民
│
閩び

ん

南な
ん

語ご

を
日
常
語

と
す
る
﹁
鶴か

く

佬ろ
う

﹂
漁
民
等
│
の
違
い
を
認
識
し
て
い
る
も
の
の
︑
実

際
の
政
策
過
程
に
お
い
て
は
︑
そ
の
違
い
を
強
調
せ
ず
に
両
者
を
一

括
し
て
政
策
対
象
者
と
判
断
し
て
い
る
︒
そ
こ
で
本
稿
で
は
文
書
史

料
に
基
づ
き
︑
特
に
支
障
の
な
い
限
り
﹁
水
上
居
民
﹂
と
い
う
語
を

使
用
す
る
︒

（
２
） 

再
定
住
と
は
︑
水
上
居
民
が
陸
上
に
住
み
替
え
る
こ
と
を
指
し

て
い
る
︒
本
稿
で
は
︑
外
部
か
ら
水
上
居
民
の
陸
上
居
住
を
促
す
場

合
や
︑
彼
ら
を
陸
上
に
移
住
さ
せ
よ
う
と
政
策
実
現
の
た
め
の
条
件

に
な
り
得
る
場
合
に
は
︑
そ
の
事
象
を
﹁
陸
上
引
き
上
げ
﹂
と
称

す
︒
し
か
し
︑
水
上
居
民
に
立
脚
し
た
見
解
を
述
べ
る
場
合
に
は
︑

彼
ら
の
意
識
を
よ
く
現
わ
し
得
る
﹁
陸
あ
が
り
﹂
と
い
う
語
を
用
い

て
い
る
︒
な
お
︑﹁
陸
あ
が
り
﹂
は
羽
原
又
吉
﹃
漂
海
民
﹄（
岩
波
書

店
︑
一
九
六
三
年
︑
八
頁
）
以
来
︑
国
内
の
水
上
居
民
研
究
者
の
間

で
す
で
に
定
着
し
た
表
現
で
あ
る
の
で
︑
本
稿
も
こ
れ
に
倣
っ
た
︒

（
３
） 

そ
の
先
駆
者
は
陳
序
経
（﹃
疍
民
的
研
究
﹄
上
海
：
商
務
印
書

館
︑
一
九
四
六
年
）
に
加
え
て
︑
伍
鋭
麟
（﹁
沙
南
蛋
民
調
査
專

號
﹂﹃
嶺
南
學
報
﹄
第
三
巻
第
一
期
︑
一
九
三
四
年
や
﹃
三
水
蜑
民

調
査
﹄
台
北
東
方
文
化
書
局
︑
一
九
四
八
年
）
で
あ
ろ
う
︒
両
氏

は
︑
歴
史
文
献
上
の
蜑
家
に
関
す
る
記
述
を
丹
念
に
分
析
し
︑
そ
の

起
源
説
を
提
唱
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
︑
地
理
的
分
布
や
人
口
︑
職

業
︑
社
会
生
活
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
記
述
し
て
い
る
︒
一
九
四
〇
年

代
東
亜
研
究
所
の
依
頼
を
受
け
た
何
格
恩
に
よ
る
﹃
蜑
民
調
査
報

告
﹄（
東
亜
研
究
所
広
東
事
務
所
︑
一
九
四
四
年
）︑
一
九
五
〇
年
代

に
中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
民
族
識
別
工
作
の
調
査
と
し
て
実
施

さ
れ
た
︑
広
東
省
民
俗
事
務
委
員
会
に
よ
る
調
査
報
告
書
で
あ
る

﹃
広
東
蛋
民
社
会
調
査
﹄（
再
刊
︑
中
山
大
学
出
版
社
︑
二
〇
〇
一

年
）
か
ら
は
︑
研
究
者
自
ら
の
現
地
調
査
に
基
づ
く
当
時
の
﹁
蜑

民
﹂
の
実
態
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒

（
４
） B

arbara E. W
ard, “A

 H
ong K

ong Fishing V
illage.” Journal 

of O
riental Studies, 1954, pp. 195-214; do., “Varieties of the 

C
onscious M

odel: The Fisherm
en of South C

hina” In B
anton, 

M
ichael. The Relevance of M

odels for Social Anthropolog. 
London: Tavistock, 1965, pp.113-137.

（
５
） K

ani H
iroaki, A G

eneral Survey of the People in H
ong Kong 

(Southeast A
sia Studies Section, N

ew
 A

sia U
niversity of H

ong 
K

ong,1967)

及
び
前
註
1
︒

（
６
） Eugene N

. A
nderson Jr., The Floating W

orld of C
astle Peak 

Bay, W
ashington, D

.C
.: A

m
erican A

nthropological A
ssociation, 

1970.
（
７
） 

渡
邊
欣
雄
﹁
香
港
水
上
居
民
の
家
族
生
活
│
長
洲
島
を
事
例
と

し
た
予
備
的
調
査
報
告
│
﹂﹃
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
歴
史
と
文
化
│
白

鳥
芳
郎
教
授
古
稀
記
念
論
叢
│
﹄
六
興
出
版
︑
一
九
九
〇
年
︑
一
一

五
│
一
四
〇
頁
︒
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（
８
） K

ani, 1967, p.47.
（
９
） H

ong K
ong Star, 18th M

ay, 1970.

（
10
） 
棚
屋
は
︑
水
中
に
木
製
の
柱
を
立
て
︑
そ
の
上
に
棚
頭
と
呼
ば

れ
る
︑
漁
業
作
業
の
補
給
や
漁
具
の
修
理
︑
居
住
で
き
る
空
間
が
設

け
ら
れ
た
︒
す
な
わ
ち
︑
船
は
仕
事
場
兼
住
居
ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た

第
一
段
階
の
形
式
か
ら
脱
し
︑
漁
業
を
す
る
た
め
の
道
具
に
変
化
し

つ
つ
あ
る
と
言
え
る
︒

（
11
） 

廖
迪
生
︑
張
兆
和
﹃
香
港
地
区
史
研
究
之
二　

大
澳
﹄
三
联
書

店
︑
二
〇
〇
六
年
︑
一
一
七
頁
︒

（
12
） 

段
階
的
に
﹁
陸
あ
が
り
﹂
す
る
様
子
は
︑
恒
久
的
に
﹁
陸
あ
が

り
﹂
す
る
こ
と
が
単
に
家
を
住
み
変
え
る
だ
け
で
な
く
︑
生
活
そ
の

も
の
を
根
本
的
に
変
え
る
大
事
件
で
あ
り
︑
彼
ら
が
陸
上
生
活
へ
完

全
転
換
す
る
こ
と
に
︑
抵
抗
意
識
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
︒

（
13
） 

香
港
歴
史
檔
案
館
は
︑
主
に
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
文
書

を
所
蔵
し
︑
フ
ァ
イ
ル
番
号
に
記
さ
れ
て
い
るH

K
R

S

（H
ong K

ong 

R
ecord Series

）
と
は
︑
行
政
機
関
で
作
成
さ
れ
た
公
文
書
│
│
新

聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
含
む
│
│
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
︒

な
お
﹁H

K
R

S1075-2

﹂
は
︑
民
政
事
務
総
署
（H

om
e A

ffairs

）
│
│

香
港
政
庁
と
住
民
の
間
の
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
機

関
│
│
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
政
策
に
関
す
る
文
書
を
収
録
し
て
い

る
︒

（
14
） Jam

es, H
ayes The great difference : H

ong Kongʼs New Territories 
and its people, 1898-2004, H

ong K
ong U

niversity Press, 2007

及
びH

ong Kong Annual Reports, H
ong K

ong G
overnm

ent Press, 
1964, p. 273

を
参
照
︒

（
15
） 

廖
迪
生
﹁
浮
家
泛
宅
：
大
埔
漁
民
的
社
會
與
生
活
﹂（
卜
永

堅
︑
廖
迪
生
主
編
﹃
大
埔
傳
統
與
文
物
﹄
大
埔
區
議
會
出
版
︑
二
〇

〇
八
年
︑
九
二
│
一
〇
三
頁
）
を
参
照
︒

（
16
）	

同
書
の
他
に
︑
大
埔
理
民
府
に
よ
る
一
九
六
五
年
五
月
一
二
日

の
人
口
調
査
や
︑
基
督
教
世
界
服
務
委
員
会
に
よ
る
一
九
六
六
年
六

月
一
六
日
の
水
上
社
会
経
済
に
関
す
る
調
査
︑
一
九
六
六
年
九
月
二

一
日
に
行
わ
れ
た
馬
海
に
よ
る
都
市
計
画
準
備
調
査
が
あ
り
︑
多
様

な
テ
ー
マ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
︒

（
17
）	

前
掲
︑
可
児
一
九
七
〇
年
︑
一
六
六
頁
︒

（
18
）	

﹁
元
洲
仔
の
近
く
は
漁
村
で
あ
る
︒
二
〇
艘
の
延
縄
漁
船
︑
二

〇
艘
の
蝦
ト
ロ
ー
ル
漁
船
︑
一
〇
艘
の
泥
艋
︑
五
〇
艘
の
簾
仔
︑
そ

し
て
大
部
分
が
巾
着
網
漁
船
で
あ
っ
た
︒﹂（K

ani, 1967, p.47

）
と

い
う
可
児
の
記
述
は
︑
本
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
状
況
と
は

異
な
る
状
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
つ
ま
り
︑
巾
着

網
漁
船
は
︑
動
力
漁
船
及
び
非
動
力
漁
船
と
も
に
決
し
て
少
な
く
は

な
い
が
︑﹁
大
部
分
が
巾
着
網
漁
船
﹂
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
︒
こ

う
し
た
事
情
か
ら
︑
本
稿
で
引
用
し
て
い
る
資
料
と
可
児
の
そ
れ
と

は
︑
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
︒

（
19
）	

F
rom

: D
istrict C

om
m

issioner N
ew

 Territories, To: D
istrict 

O
fficer of Tai Po, D

ate: 7
th June, 1963 (H

K
R

S1075-2-78 31).

（
20
）	 South C

hina M
orning Post, 17th July, 1969.

（
21
）	 H

ong K
ong Star, 17th N

ovem
ber, 1964.
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（
22
）	 H

ong K
ong Star, 28th June, 1968.

（
23
）	 From

: D
istrict O

fficer of Tai Po, To: W
ashington H

erm
an, 

D
ate: 12th February, 1965 (H

K
R

S1075-2-78 38’).

（
24
）	

F
ro

m
: B

ray
 D

.C
., T

o
: D

istrict C
o

m
m

issio
n

er N
ew

 

Territories, D
ate: 15th February, 1962 (H

K
R

S1075-2-78 1).

（
25
）	

From
: Principal M

edical O
fficer of H

ealth N
ew

 Territories, 

T
o

: D
istrict O

fficer o
f T

ai P
o

, D
ate: 1

0
th

 A
u

g
u

st, 1
9

6
2 

(H
K

R
S1075-2-78 2).

（
26
）	

From
: D

istrict C
om

m
issioner N

ew
 Territories, To: Principal 

M
edical O

fficer of H
ealth N

ew
 Territories, D

ate: 15th A
ugust, 

1 962(H
K

R
S1075-2-78 3).

（
27
）	

Ibid.

（
28
）	

一
九
六
三
年
三
月
二
日
新
界
民
政
署
が
︑﹁
一
九
六
二
年
一
一

月
二
一
日
の
大
埔
で
開
催
さ
れ
た
長
時
間
の
会
議
に
も
か
か
わ
ら

ず
︑
大
埔
に
お
け
る
大
規
模
な
水
上
居
民
を
減
ら
す
と
い
う
問
題
を

全
く
前
進
さ
せ
て
い
な
い
︒﹂（H

K
R

S1075-2-78
20

）
と
述
べ
た

こ
と
か
ら
︑
本
会
議
を
政
策
の
前
段
階
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
考
え

得
る
︒
ま
た
本
会
議
で
な
さ
れ
た
議
論
は
︑
そ
の
後
﹁
陸
上
引
き
上

げ
﹂
の
施
策
過
程
で
︑
実
際
に
対
応
し
て
お
り
初
期
の
政
策
目
的
を

示
す
も
の
と
考
え
得
る
︒

（
29
）	

議
事
録
に
よ
れ
ば
︑
会
議
の
出
席
者
は
新
界
郷
議
局
局
員
︑
海

事
處
職
員
︑
新
界
民
政
署
職
員
︑
大
埔
理
民
官
な
ど
六
名
で
あ
っ

た
︒（H

K
R

S1075-2-78 9’

に
議
事
録
所
収
）

（
30
）	

Ibid.

（
31
）	

F
rom

: D
istrict C

om
m

issioner N
ew

 Territories, To: D
istrict 

O
fficer of Tai Po, D

ate: 2dn D
ecem

be r, 1964 (H
K

R
S1075-2-78 

33).

（
32
）	

F
rom

: D
istrict O

fficer of Tai P
o (L

uddington, A
ttn), To: 

D
istrict C

om
m

issi oner N
ew

 Territories (T
raill, R

.O
.), D

ate: 13th 

N
ovem

ber, 1962 (H
K

R
S1075-2-78 7)

（
33
）	

F
rom

: D
istrict C

om
m

issioner N
ew

 Territories, To: D
istrict 

O
fficer of Tai Po, D

ate: 15th D
ecem

ber, 1962 (H
K

R
S1075-2-78 

13).

（
34
）	

F
rom

; D
istrict C

om
m

issioner, N
ew

 T
erritories, T

o; C
o-

operative D
evelopm

ent &
 F

isherie s D
epartm

ent, D
ate: 2nd 

M
arch, 1963 (H

K
R

S1075-2-78 20).

（
35
）	

前
註
33
を
参
照
︒

（
36
）	

漁
貸
と
は
︑
水
上
居
民
が
政
府
か
ら
融
資
を
う
け
︑
卸
売
市
場

へ
水
揚
げ
す
る
た
び
に
返
済
す
る
仕
組
み
の
こ
と
︒（
前
掲
︑
可
児

一
九
七
〇
年
︑
四
七
頁
を
参
照
）︒

（
37
）	

H
K

R
S1075-2-79 127.

（
38
）	

F
ro

m
: D

istrict O
fficer o

f T
ai P

o
, T

o
: H

o
n

. D
istrict 

C
om

m
issioner N

ew
 Territories, D

ate: 14th February, 1966.
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